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松 下 電 子 工 業 株 式 会 社 高 槻 工 場 水 源 地 設 備 工 事

設 備 工 事 小 島 工 業 株 式 会 社

松 下 電 子 工 業 株 式 会 社 高 槻 工 場 管 工 事 設 備

管 工 事 設 備 株 式 会 社 清 水 工 業 所



松下電子工業株式会社高槻工場電子管工場温湿度調整装置

温 湿 調 整 装 置

大阪金属工業株式会社

松 下 電 子 高 槻 工 場

サ ッ シ ユ 工 事 施 工

一 機 工 業 株 式 会 社

( 左)

温 湿 度 調 整 獲 量E 機 被 室

( 下)

機械室に据付けた6MB- 100型冷凍機

松 下 電 子 高 槻 工 場 屋 根

スーパーメタロイド防水工事

施 工

日本渥青工業大阪営業所
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7. K Kコソパ ヲン ド
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9. 川砂撒布
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建設映画 「コンクリート施工法 J r生コンクリート 」を見る会

標記映商会を阪部興産大阪支庖の提供により下記ヨE項で開催致しますの多数御参加下さるよう願いますっ

!e 

と き 11月11日( 金〕午後 3 時一一 5 時

ところ 今橋 F ラプ 5 階大ホール

映 画①「コンクリート施工法」米国 コγ !l !J ート

学会，ポ ー トラ γ ドセメ γ ト協会共同作成

天然色，サウ γ ドl仮，ｧ［ｴｾ 写 Ｔ Ｕ 分

②「品質優秀な生コンクリート 」

ボートランドセメ γ ト協会及米国

生 コγ 協会作成

天然色サウシド版，吠写45分

申 込 会場の都合上 8 日までに申込み下

さい。但定員 (250名〉に達した

時は先着締切りますη

一 一 一

二条陣屋 大徳寺塔頭玉林院，蓑庵・南明庵を見る会

標記見学会，山本栄吾氏( 京都大学〉の御案内御説明で下・記要項で・催し ますから何卒多数御参加願います。

! e  

と き 11月19日 ( 土〕午後 1 時半 ( 集合) → 5 時 に達した時は期目前でも締切りま

ところ 大和銀行大宮支庖横附近( 阪急包車四条大 す。

宮降車口右側すぐ) )頓 路 集合場所( 徒歩〉 →二条陣屋( パ

申 込 15日までに会民 150 円 (パ ス代 ・拝観料) ス〉→大徳寺 (パ ス〉→四条大宮

を添えてお申込み下さい。但し定員 (50名) (解散〉

._ …  

一 … … …… 一

サントリーウヰスキー山崎工場，水無瀬神宮，妙喜庵を見る会

標記見学会を寿屋K K岡村忠一氏の御斡旋で，7 . k . 無瀬神宮及妙音: 庵見学には山本栄吾氏 (京大〉の御案内御説明に

より下記要項で開催致しますから多数御参加願いま す。

言E

と き 11月26日( 土) 12時30分( 出発〉→ 5 時 l頓 路 集合場所→水無瀬神宮→妙喜庵→

集合所 阪急パス梅田案内所( 阪急百貨庖北・ 阪急 寿屋山崎工場→大阪駅( 解散〕

ホワイトストア ー北隣) 0 当日サ γ トリ { 山崎工場見学後同工場で

申 込 22日までに会費 300 円( パス代，拝観料) 試飲することになっております。

を添えてお申込み下さい。但定員 (50名〉 又園芸指定予定の石塔大明神を妙喜庵の帰

に達した時は期日前でも締切ります。 路観る予定であります。

一 … …

上 詑 見 学 会 参 加 者 え お 願 い

①見学会には貸切パスを利用する関係上，お申込みの方で当日不参の場合でも会貨の御負担願うことが有ります。

但し開催 3 目前に取消申出の場合は結構です。

②集合時間厳守願います。 ①晴雨不論決行します。

お断り 予告しま した「法隆寺，中宮寺と竜田J 1 1の紅葉を訪ねて」は都合により来年開催に変更致しました

御諒承願います。

- 裏面 「会と催のしおり」御一覧下さい・



1  1 月 の 会 と 催 の し お り

( 映画) i コンクリート施工法」

優秀なコ γ グリ ー トはどのような施工によって得られるか。 コγ 179- トの選び方，打ち方，仕上げ方及び養生法

について建築工事，土木工事の例をひき懇切丁寧に解説し教示した吸困である。例えばパイプレ ータ{ の効果を判り

易く示した場面，一連の最新型機械を揃えて道路及び飛行場を建設している実景，建物内床工事の入念な施工法等建

設関係者に示唆する ところ大である。

( 映画) i 品質優秀な生コンクリ ー ト」

米国に於ける生コ γ が如何に近代的な設備と厳重な品質管理のもとで作られてゆく過程及びそれらがあらゆる建築

工事に使用されているかがよく判り，建設関係者の参考となる点が多い。

大徳寺塔頭玉林院，蓑庵・南明庵

大阪の豪商鴻池家が当院を菩提所とした所に建てたもので，南明庵は鴻池家の位牌堂で数寄屋をとり入れた仏字で

あり，護庵はそれに附属の草庵風茶室である。共に棟札があり茶室として造営年の明確な稀有のものであるとともに

造営後の改変が全くないのは実に貴重なものといわねばならない。これらは常は一般に公開されていず，有名な窓床

席も同時に参観する。

条 陣 屋( 小川邸)

京都における江戸初期の様式をもっ陣屋の遺構で，大名宿泊にあてる主室の15畳の間以下各々供侍の室を有機的に

配置し，しかも防火，防牒，外童話に対する防禦が徹密に計画されていながら，それらが決して不自然な姿でないよう

に巧にカムフラージユされ，それぞれの装置を気付かせないという珍らしい建物である。

サントリーウヰスキー山崎工場

酔うほどに 美しき夢を見せしむる

この酒の名を なつかしみ居り

吉 井 勇 ( 歌 人 ・芸術院会員〉と歌わせた，この酒の名は，サ γ トリ{ ウイスキ ーであります。世界の名酒

「寿屋の洋酒」サ γ トリーウイスキーは山崎工場で大正11年に醸造に要する諸施設を建設， 12年より 醸造を始めたも

のであります。詳しいことは当日工場関係者よりお聴きすることとします。

水無［ 頼 神宮茶室Ｈｾ灯心亭 Ｉ

後水尾上皇が屡々この地に御幸された頃に造られたものと思え，草庵風のうちに書院風を混えた格式ある茶室で民

間の茶室とは異なったところを随所にみる。亭の名は点灯に使う灯心の材料を天井張材に使っているから起ったもの

現在社務所になっている建物は福島正則を普請奉行として造った桃山時代の客殿である。

妙 喜 庵 茶 室 (待 庵)

千利休とつながりをもっと伝える多くの茶室遺構のうちで，これこそ利休と直接に関係あると認めるべき茶室はこ

の待庵をおいて他にない。極めて原始的な単純性の構造ではあるが，犯し難い気品は圧倒的で，やはり草庵茶室とし

ては最高位に位しよう。

これに続く桃山時代の書院も同時に参観する。



鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 防 蝕 工 法 講 習 会

標記講習会，下記要項で開催されますので，多数会員の参加下 さるよう御案内申上げます。筒詳細は受付場所で御

問合せ下さい。

主 催 日本建設材料協会，福岡県重要産業建設協議会

後 援通商産業省，開催地都府県建築局部，日本建築学会，開催地都府県建築土会，日本建築協会

b開催地，会期

領 周 ( 福岡市商工会議所 3 階ホーノレ) 11月15日( 火) 16日( 水〉 ※ 福岡県重要産業協議会

大 阪 ( 大阪市教育会館大会議室) 11月18日( 金) 19日 ( 土) ※ 大阪府建築部指導課

b会 愛 子 1 ， 000- cテキスト代を含む〉

' 講習科目・ 時間及び講師

鰐 習 キヰ 目 |期 時 間 E再 師 ( 福 岡 )

鉄筋コン夕日ート造建物の舟命 第 1 日 9. 25- 10. 鈎 東京大学教授 浜田 稔、

化学工場に於lずるコ Y ク3 ート腐蝕実況

"  
10. 30- 11. 30 福業岡凶県級建会築幹事部建築課森長ロ重要滑産

コンクリート の化学寮品に対する防蝕
"  

11. 30- 12. 30 
東京大学建築材料研伴究室

研究員 谷 孝 一

耐蝕材料としての合成樹脂

"  
13. 10- 14. 30 東 京 工 業 大 学 教 授 狩 野 春 一

コン クリート防蝕材料一般解説

"  

1 防蝕塗料

"  
14. 30- 15. 10 

関技西術ベイント尼崎工場)11 

第一謀長 合 繁 昌

2  i /  9、コーソ N  

15. 10- 15. 50 昭和化工技術豊富畏苅谷広見

{ 質疑、懇蚊)

"  
15. 50- 16. 50 

3 耐蝕アスフアルト
第 2 日 9. 00- 9.40  昭 和 石 油 技 術 課 長 浦 川 倍 蔵

4 耐蝕ルーヒシグ

"  
9. 40- 10. 20 

取田締島応役大貝学支用材化配料工人 保 閣 源三

5 耐蝕モルタル

"  
10. 20- 11. 00 

研東京 研究室

究 岸 谷 孝 一

コン夕日 ー ト耐蝕用材料の繰単規格解説

"  
11. 00- 12. ∞ 

東福東洋京高大学圧大教授牟悶工場藤土会浜浜委本建田田課長捻

耐蝕コンクリート工事楳単仕線審解説

"  
13. ∞- 14.20 岡県盤要産業協I ! 貝

被審構造物の診断及補修標単方法解説

"  
14. 20- 15. 30 東京大学教授 宮捻次

( 質疑、懇談〉

"  
15. 30- 16.50 

戸 川 書 記 退 職 記 念、品 贈 呈 資 金 募 集

会員各位には初秋の折柄愈々御清栄のこととお慶び申上げます。

(注〉 ※ 印受付場所

111 師 ( 大 阪 )

同 左

同 左

同 左

同 左

同 左

同 左

間 左

悶 左

同 左

同 左

三福井岡化県学盤要三同産池染業料協級建藍左築会原委課長員幸f雷

mて本会書記戸川弘君は 8 月会告の通り停年を以て退職致しました。同君は昭和1G年本会書記を拝命，爾来20年余

孜々と して業務に精励し，大戦ラ末k期他の職員が本会を離れ去つたf後象も踏み止つて本会を守り続』けナ土，終戦後本会再建に

E… 主託その努力砂からざる

及び，主として同会並に日本建築設計監理協会関西支部の事務を処理し，本会に於ける最古参の職員として，本会の

事業遂行に尽して参ったのでゐります。

今般その退職に際し，同君多年の御苦労を謝しその功に酬いるため記念品を贈呈致して些か慰めたいと存じます。

金額の多少にかかわらず御応募賜わりますれば淘に幸甚の至りに存じます。何卒有志の方々の御賛成をお願い申上げ

車す。 昭 和 3 0年 10月
社団法人 日本建築協会 会 長 竹 腰 健 造

言E

1. 締 切 昭和30年11月末日 1.  申 込 先 大阪市東区京橋 3 丁目 大 阪 建 設 会 館

日本建築協会分室 戸川書記記念品贈呈資金募集係宛

1.  贈呈方逮 御一任願い度く存じます。



略歴

理 事 、 京 都 支 部 副 支 部 長 高丘治季君の言ト

本会理事，京都支部副支部長高丘治季君は，八月十六日病のため急逝されま

した。淘に痛惜に槌えません。君は昭和十七年に本会会員となられましたが，

その温厚篤実の資性はよく衆望を集めて昭和二十五年に本部評議員に推され，

その後京都支部副支部長，本会理事に選任されて京都支会の発展や本会々務の

遂行に大いに尽惇されました。本会並に京都支部としても今後なお同君の力に

倹つ処砂くない折柄，突然その言トに接して遺憾に土佐えません。 九月十一日京都

黒谷に於て告別式が執り行われましたが，手島常務理事参列して会員の弔辞を

代読致しました。 2互に遺影と略歴を掲げ，謹んで哀悼の意を表しその御冥福を

お祈り申上げます。

住所 京都市上京区寺町通り鞍! 号口上る上善寺門前町338

生年月日 明治 19年 1 月13日生。

明治43. 3 名古屋高等工業学校建築科卒業

大正 2. 7 任鉄道院技手 鉄道院

大正12. 4 任鉄道院校師叙高等官七等 内 閣

大正13. 3 京都市立第ー工業学校教員を命ず 京都市

昭和 3. 6 公立実業学校教諭に佳ず 内 閣

高等官七等を以て待遇せらる

昭和 3. 6 京都市立第一工奨学校教諭に補す 文部省

昭和22. 4  京都市立第一工業学校長事務取扱を命ず京都府

昭和23. 4  京都市洛陽工業高等学校教諭に補する

24.  4  願に依り本職を免ずる

昭和26. 1  京都府二級建築士選考委員を委嘱する 知 事

昭和26. 5  京都市固定資産評価貝に任命する

昭和26. 7  地方自治法第百二十一条による市会議事

説明良を委任する

昭和26. 7  京都建築工業学校々長

昭和28.11 日本国有鉄道大阪地方土地殻建物等評価

委員会、評価安只を命ぜらる

正 会 員 本 田 林 八 君 の 言 ト

本会正会員本田林八君病のため昭和30年 9 月 12 日逝去され誠に痛惜に耐えま

せん。君は明治 14年 8 月 6 日熊本県に生れ後熊本工業学校建築科を卒えるや志

を建て 39年上神専ら建築に従事されていたが大正 2 年兵庫県警察部建築課に奉

級建築行政に従事爾来35年間諜の生字引として重宝されていた。昭和20年終戦

と同時に同課を退職後乞われて兵庫県建築会に入り専務理事を嘱された。生来

の円満性と誠実心は内外に人望を集め名理事の言平が高かった。

本会には夙に入会各種事業に尽きれたが殊に兵庫に関する事項は君の協力に

よるものが極めて多かった。表面委員とか幹事などには余り名を列記されてい

ないが神戸に要件のある場合は兎も角かけつけ何かとお願したが何時もニコニ

コ顔で快〈親切に世話され協会の大なる愛護者であり隠れた熱心な協力者でもあった。県退職後協会との

関係が跡、遠となり今夏入院の事を関知手島理事等が川崎病院に訪れた時は遺憾ながら意識不明であったの

で只管再起を祈っていたのに遂に可ず惜しくも他界され悲みに耐えない。新秋の日照つよい午後葬儀が営

れたが額に汗しながら会する者多く盛儀であったのは今夏ながら故人の徳が偲ばれる。多くの人に愛され

ていたあの童顔が眼のあたり初得としている。生前の御協力に感謝し謹而御冥福を御祈り申上ます。

略 明治14. 6. 熊本に生る. 熊本工業建築科卒 昭和20年 終戦と同時に退職

歴 明治39年 上 神 昭和28年兵庫県建築会専務理事に委任さる

大正 2. 兵庫県警察都建築課に奉職爾来35年有余建築

行政に従事

正 会 員 日 野 勝 好 君 の 言 ト

元本会理事日野勝好君は，昨年来病気御静養中でありましたが，本年には非

常に快方に向われ，近く勤務に就かれるやに承わっておりました処，去る 10月

4 日突然急逝されました。君は昭和 12年本会の会員となられましたが，性研究

心に富み，その学識経験は高くかわれて，本部評議員互誌は理事に選ばれ，会の

発震に勉むる処頗る大なるものがありました。なおその研究論文も多数日本建

築学会誌上その他に発表されて学界に於ても高く評価され，本会の事業活動面

に於ては教育，法規，建材審査の各委員会委員として又は地方講演会の講師と

して活躍されました。殊にコ γ グリ { ト技能並にブロ y タの講習会には，テキ

スト の作製からE暗殺に精進して，後進の指導啓発に尽捺してこられました。本

会としては今後共，君の学識技能に期待する処又多大なものがあり，一日も早 〈御快復の速かならんこと

を祈っていたのでありますが，今突然その言トに接して， r旬に痛i昔に堪えない次第であります。

10月 6 日自宅に於て告別式が執り行われましたが，手島常務理事参列して，会員の弔辞を代読致しまし

た。ここにその遺影と略歴をかかげて，謹んで哀悼の窓を表し ，そ の御冥福をお祈り申し上げます。

略 歴 昭 和 3. 神戸高等工業学校建策科卒業 昭和26. 大阪府ニ級建築士選考委員並同試験委員

昭和24. 竹中工務庖神戸支庖設計部長 . 渉外郡長 昭和27 日本材料試験協会委員( コンクリ - f 夜)

昭和25. 竹中工務百設計部長 昭和28. 竹中工務庖技師長
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西北面外観 ・玄関 を望む

明 治 製 薬 株 式 会 社 大 阪 工 場 に つ い て
細 )11 正

1 短 い 工 期

明治製菓株式会社大阪工場新築工事を請負施工するに

当り特に 1 J時! を厳守するよう申付があり，最終工期は昭

和 30年 3 月31 日であったが，機械据付の関係上内部オー

プ y 室のみは 1 月20日限絶体完成と L、う中間工期が与え

られていた。一年の内政も工事に不適な冬季であり能率

の上らぬ正月を挟んだ期間であったが，昭和29年10月 5

白地鎮祭 挙行以来工事関係者の献身的努力によって，僅

か 6 ヶ月の超スピード工事を首尾よく完了することが出

来たことを嬉しく思う 。

特に中間工期を間に合わすためには，周到な計画をた

て連日連夜作業強行，正月の休日をも返上して工事を進

捗せしめた甲裂があって，オープ γ 室を 1 月20自に完成

会社においては早速機械を搬入据付を開始せられたの

2. 生 コンクリ ート の使用

本工事は現場線コ γ タリ ート を使せず，全部のコ Y !1

リー トを仰の大阪生コ γ F リート 株式会社から供給を受

け使用するという条件付であった。当組では甚しく距離

のあるプラ γ トから運んで来て，果してよいコ γ F リ{

トが打てるだろうか。又，生コ γ タリ 』 トの来ないため

に手持ちが多いことだろうし，こんな突貫工事では問題

にならないと最初は思っていたが，阿部事務所の厳命が

あり仕様mに決められた条項であるので，不安ながら実

16 

行することにしたう この地の利を得ない処で よいコゾグ

リー トを工程どおり 打設するために，厳密な調査研究を

するは勿 論 ， 生コ ｙ ＡＱ リｻ卜 会 社と Ｇ ｾ重協 議 して，隊 問

たる方針をたててi l I } ; 進することにした。

生 コソグリ ー トの適当な運搬距離は ＱＰ ｾ ヰ以内とされて

いるが， 当工事では35粁という遠隔の地で，当時生 コ y

グ リ{ ト 会社ではアジテー ターが25台しかなかったが，

他を犠牲にしてその内20台を専属配軍，アジ テ{ ターの

容量は2. 0立米 と1. 6立米の二種類， 一 日の作業は朝の 7

| 侍から タの 7 1時まで1211寺悶，アジ テータ{ は一 日平均90

台搬入120立米の生 コγ F リ- ，. の打設を続行，4，500立

米のコ Y !1 リー トを工程どおり 1. 5 月で完了することが

出来た。強度及びスラ γ プは運行| 時間が一時間強も要し

たので，相 当低下するものと 恩ったが，プラントと 現 場

との差 5 %位で心配した手呈でもなかった。 しかし 当時は

冬季にかかる頃であったから夏季では多少の違いが出る

かもわからない。生 コY ダ リー トの使用により前記の外

に，型枠，鉄筋工事にも注意を払い，生コン ダ リ{ ト搬

入の遅滞による工程の挽回策についても 危惚したが， 生

コングリ ー ト会社の並 々ならぬ御努力によって，間断な

く生コ Y !1 リー トの搬入が実行され手持も少< ， コγ グ

リー トの打継ヶ所においても計画どおり終始し得て，仕

様警に倣い良好のコ Y !1 リー トを工J切に遅れぬようれ 設



参観者通路からみた工場内部

出来たことを喜ぶものであるハ紙上をかりて改めて大阪 めに，オ{ プ y Ｈ 生 ｪｬｩｾ 機械設備〉が ＶＴ 米の全長になり ，

生コ γ グリート株式会社に対して深甚の翻意: を表する。 このスピードで包装までの全工程を終る- ) 1 の流れ作業

3. 内 外 の 仕 上 である円そのためにピスケ y 卜製造プラ γ ニ速を設備 し

この工場は専らピエケァトを f製造する食品工場である この操業に最も便利なように原料の仕込，成型培焼，冷

関係で，特に明るく治潔であり衛生的であることを主眼 土nの原料関係設備及び倉庫，包装，製品関係設備を夫々

として設計されている e 天井，壁は全部プラスタ ー塗で 前後に配して，その中聞に事務所その他の補助部門を割

オープγ 室床はりグノリシック仕上けe である。窓は採光 当てて，建物の細長くなるのを防いだが，それでもなお

を十分とるため大きいスチーノレサッシユを桜込み，屋根 その延長は ＲＰＰｾ 択となり，縦横の比が Ｑ ＰＺ 1という細長い

に換気筒が設けてある。一階オープ γ 室ーは屋階まで吹抜 ものとなった。

となし，吹抜部沿いに二階サニタリースグリー ν 付参観 5  工 場 の 徳 業

者用通路が設けられている n その延長は百数十米に及び 本年の五月初旬から操業を開始されたが，ピスケ y ト

工場のピスケ y ト製造プラ Y トの工程を眼下に参観出来 の生産能力は日産40屯で・ゐって，内容外観ともに東洋一

るようにななつている。又，工場内部は色ｾ調節がして を誇るピスケ y ト専門の製造工場として，国民の食生活

ゐって，作業の能率増進，従業員の疲労や災害の防止に と貿易の進展に貢献されつつある。

充分注意されている。外装は鉄道線路側に限りカラコ γ この工場の機械設備は欧米でも滅多に見ることの出来

モザイグタイノレ張で，その他はそんタル刷壬引目地切， ない CT システムという最新式のもので，ソフト ・ピス

アーマーコート吹付であるの屋根は陸屋根スーパーメト ケy ト，ハ ー ド・ピスケ y ト，ブア Y シー ・ピスケ y ト

ロイド張で‘ あって表面のアノレミニュームヵ: 美しく光って スナ y プ物 !I ラy カーなどあらゆる種類のピスケ y ト

いる。大阪と京婦の丁度中間汽' I ! や屯取の窓から見る美 が製造出来る装置を持っており，焼上った製品は全部自

しい白霊の殿堂はこの明治製薬の大阪工場である。タと 動的に秤盆，包装されて倉庫へ流れ込むという誠に能率

もなれば屋上ノ〈ラペ y トに，二百数十米の紐ネオ γ が輝 的衛生的なものである。 このピスケ y ト諸機械はオ{ プ

き，更にその上にマータや製品名の美しいネオ γ 十イ γ γ 2 台並びに主要設備一式を英国ベーカーパーキ γ スネ土

を述ねて，不夜域を現出している。 から，又，自動包装機を英，米，スイス等よりいずれも

4・建物の細長い理由 最新鋭機を求められた。

この工場はピスケ y トを 4 分乃至10分間で生産するた ( 筆者 ・大林組[ 事主任〉
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言受 計の 「み そ」 坂 永 金 重

ー商業建築とか，美術建築とかし、うと，その作者のイデオ ロギーによ って，その計画には，設計者の意図する処が，

大いにというよりは，むしろ誇大に表現されるものである。ところが工業建築になると，建築そのものが，その能率

とか経済を含めた合理性にあわせるために，その設計者の所謂主観というものが，表現出来ないのが普通で為って，

「みそ」のないただの工場型の設計がで‘ きてしまうものが多いのである。

' 近代工業の代表的製産である航空機，自動車，電気を含む機関車の大きいものから，小はタイプライタヘ万年筆

に至るまで，合理性だけでは，そのものの製産国，製造会社の違いによって，我々が見られる様な，種々変化に富ん

だ，力づよい美わしいものが出来ないはずである。そこにその設計者，製作者の苦心するところ，即ち所謂 「みそ」

というものがあると思う 。

' 松下電子工業高槻工場の設計の場合も，ガラスのパノレプや管を作るガラス工場を除いては，軽工業の組立工場に類

するものであるから，特に「みそ」といえるものがないはづであって，その「みそJ のない，味のないものを何とか

その摺り加減で味をつけようと苦心したので・ある。その苦心の「みそ」を摺る最初の沼り子木が建物の合理性即能率

で、あるo

' 世界的篭子管球メ 戸カーの一つである，小国オラ γ ダ? フイリ y プス社から派遣せられた技師による計画にもとつ

いて，引込線路から，工場配置の第一歩より研究された。それは一つ一つオラ γ 〆アイ γ トブオへ Y の親工場へ廻さ

れ審議され，確答となって最後の決定となったものである。

瓦斯炉によって室温が上昇する精密組立工場で・あるために， 軒高 6 mとい う高さを持ち，現場事務所，研究室，便所

手洗所，更衣室を階上にもつ，ハイロウベイ型の採光窓の断面で，単位梁聞と桁行を10mとし，前面道路より工場全

体を18m後退せしめて，周囲を芝生で廻して防塵の工夫をした。側窓も通風上必要窓のみとし，室中央部分への送気

のため地下ダグトを特に設けて床面に導入した。この工夫によって夏季も特別な部分の冷房を除いて，屋根のアルミ

面による日照の反射と，室内の自然通風換気によって，計画通り室温を下げる事に成功した様でまbる。

' 南北両面より採光するハイロペイ天窓によって偏する事なく，常時 1，000 .1レツグス以上の光度を得，南側の庇を出

す事により夏季の日照を遮る事が出来る。

越屋根の窓は連続霧途付で細雨の侵入をもゆるさない。床は耐久力と防塵のためコ γ ダリ ート直接機械研ぎ仕上と

し，コ γ グリ ート施工は米軍の仕様によった竪煉で‘ ある。建物の外壁はア{ マ{ コ ー ト塗と し室内のベ γ キ塗と同様

工場の特性より寒冷感を与える様なカラ ーコγ デイシヨニシグを施した。

' 第二の「みそ」は高槻工場の経済性という事である。

資本家が工場を営み製品を作り，商戦において覇を称へんとする場合，良き品を安くという事が，最大の武器でら

る。如何にして安くするかという点についても，工場建設に無駄があってはならなし、。能率の良い無駄のない良〈設

計された工場から良い製品は生れるはづである。無駄のない設計をどうしてなすか? 答はつぎの様になった。柱壁

の位置間隔について鋭材の定尺よりして 10m往聞に 5 mのペイをのせること。屋根の重さを出来るだけ軽く出来る材

料を選び，構造資材を出来るだけ少くする。これによって鋼材の使用を 0. 08T/坪にまで下げる事が出来た? なお火

災保険契約規準からは特一級として外壁コ Y !l リ{ ト厚さ 15cmで，屋根構造は木毛板モルタノレの上アノレミ箔ノレ{ ブ

イクを用いる事によって屋根構造そのものに就ても経済的であった。

ハイロベイ採光による屋根窓の入賞にもかかわらず，なお単価において，同種類建物に較べ平均以下とする事が出

来たのは，松下電子工業と共に設計者の最も喜びとする所である。

ー第三の「みそ」はその建物の宣伝価値である。

工場敷地が国鉄東海道線大阪，京都聞の最も交通量の多い線路に沿い，新京阪線からも程近く，汽車，電車の車窓

より目日通勤者，遠路の旅行者に目立ち，北側に接して新京阪国道は自動車の通行引きもきらずの場所であるから日

常家庭電気器具に関係のある松下電子工業としては大いに考えられる所である。

設計に当って出来るべくば，自立つ建物であってほしいと考えた結果，以上二つの「みそ」と共にこの断面外観が

生れたのである。工場の通路に立てば芝生のグリ 戸内植込みを通じて見る棟のならび，建物の影，一寸日本ばなれ

の感がする。いかにも良い製品が生まれる様に思わせる。

幸いにしてこの様な高槻工場が，ォラ γ ダの技術を日本人の頭脳の卓越さに於て酬はく彼国以上の製品位み

激甚なる商戦に於て着々販路を拡大し，引き続き本年第 2 期工事を第 1 期同様の断面計画を以て設計し，着々工事の

進渉を自の前に見る事が出来るのは，設計者としての苦心の一面が報いられたものとして感激にたえない。

( 筆者 ・日 建設計工務KK設計部〉
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松下電子工業株式会社高槻工場 設計監理臼建設計工務株式会社 施 工 株 式 会 社 銭 高 組

強 築 位 置 大阪府高槻市西五百住三0 0番地 軒 高 6 切 m ( MT .  F L エ場〉

ヱ 期

1事 1  期 第 二 期

8. 30m ( 硝子工場)
28. 10. 1- 29. 3. 30 30. 4. 30-

敷 地 面 積 ＷＮＶＸＰＮＸＲｭｾ＠ 機 .. 19. 329 m 

第 1期延面積 11. 630. 52町、2
納 f$ 鉄筋鉄骨コンクリ ー ト造

屋 根 鉄 骨 ハ イ ロ ベ イ 型 木 造 旧 鹿 野 地 叡，木綿板モルタル塗の上 アルミニウム 活 ルーフイング砧

外 壁 鉄筋コンクリートｾ Ｎ 外部ア ー マコート自主 内郡モルタルペンキ塗 窓1 1 ' . へのスチールサ Yν ュ

床 コ ン ク リ ー ト 造 研 き ' 出 し ハ ー ド ナ ー 塗 り 一 郎 両 政 タ イ ル リ ノ リ ユ ー ム 象

関 係 業 社 鉄 骨 : 絵尾締梁. 駒井鉄工所，共栄鉄筋

衛生管工・清水工業 K K . 小島工業K K

冷 暖 房 : 大 阪 金 属 K K

電 気; 三宝電気 K K. 明電舎

サ ' :11/ ユ: 三機工業K K

飼 材 森 向 調 材

内 外 扱 日本J ! I : 脅. 旭化工板

バι 下傘a・・州・・

7・，噌ト7宥ー心 マ... ; . .  

相 相 富

断 面 図

2 階 1 階

硝 子 工 Q 略 平 面l
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虫臣 路 発 電 所

' 所 在 地 姫 路 市 飾 磨 区 中 島 地 先

ー 今回発表するこの姫路発電所は，飾磨港の東側に新

らしく埋立された敷地に建設を予定された第一期分であ

りまして，九月六日から六万六千キロワ ット/ 時の発電

操業に入っております。殆んど周期に建設中の多奈川火

力発電所は，全て外国製品をもってなされているのに対

し，この姫路発電所はタ { ピγ ・ボイラーをt J Jめ全て国

産品をもって建設されたものです。特にこの発電所にお

いては，一段と新しい観点から綜合計画をなし，旧来の

ものに比べもののない高性能と高能率とを誇っており ま

す。筒本建物は大林組の設計，施工に依り完成されたも

のであります。

'  現在この五万坪の埋立地に第一期工事として配置さ

れた諸設備は，管理事務所，火力発電所( 本館) ，開閉所

コー ルコ γ ベア ー及び同運転所，石炭荷卸し設備( ア γ

ロー ダー) ， 石炭置場，蒸溜水関係の設備，冷却水の水

路，その他種々の附属建物からなっております。そして

これら一貫せる行程の下に計画された建築群は，その相

互の関連に於て，最も有機的且つ合目的な線の上に配置

されているのであります。

'  この内で発電所は特に本館と呼ばれ，綜合的見地か

らすれば機能的にも又建築造形的にも全体計画の主要部

分を占め，先づ作業過程からしても，ここで石炭又は重

油から電気までの行程が行われるのでありまして，他の

設備は本館の附属設備 ということと考えられます。又そ

の建物としての可スから見ても，高さだとか広さは予め

計画された出力に対する その機械設備の規模及び配置に

より，必然的に生れてくる空間であります。従ってこれ

を立体的に分割してゆきますと，プラ γ トの性質上電気

関係の務室( ケープツレフ ロア等も含めて〉タ{ ピγ 関係

の諸室，コーノレパンカ { ・ ミノレ関係の諸室，ボイラ ー関

係の諸室の四つに大司IJ されまして，これらの容積比は大

体 1: 5  :  3  :  5 で全容積 81，601MB であります。更にこ

20 
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の発電所について特筆すべきはこれらの大きな容量の内

で，操作員が常駐しているのは地上1 0 Mの床のみで，他

は時たま JI原因するに過ぎず，したがって機械そのものも

全てこの床で操作されているのであります。民日ち最も三重

要祝される床であります。ここには ターピ γ を初め配電

盤，ボイラー ・ミルの調整装置があり，それらの状態が

手に取る様に計器に表示され，しかも夫々を全てリモ ー

トコ Y トローノレ出来得る装置のある中央制御室が設けら

れてあります。こ の中央制御室はいわば館内全機能の中

枢部に当る処で，この部屋で操作 している人 々によって

のみ諸荷の機械が運転され，調整されているのであり ，

従って館内全般に余り動的な要素はなく只機械騒音のみ

が感せ. られるといった様な状態です。又この部屋は特に

運転中における構造体を伝わって来る振動及び機械類の

騒音・を遮断するために防振・防音構造になっており，防援

ゴム又はコノレクで以て建物と隔離 してゐります。又気密

になっておりますので，ここのみ単独に完全空気調整装

置及び完全照明設備を施してあります。その他1 0 M床に

は関電傘下の各給電指令室，変電所，各発電所間を結ぶ

マイグロウェープの設備があります。従って換気設備，

採光の問題，カラーコ γ ヂ シ ヨ ニ γ グ等の技術的問題も

凡てこの床を基準として検討してあります。ボイラ{ 室

の屋根高は地上3 8 Mありましてこの内に3 0 Mの高さのポ

バラ- . 2 基が坐っております。石炭置場からプノレトーザ

ーでホ y メ{ に押入れられた石炭は地上2 7 Mにある パγ

カー 4 ケ所に投込まれた夫々除々に落下して，計量器を

通り， ミノレにかかり ，ボイ ラーに熱空気と重油に混和さ

れて吹込まれております。熱空気は本館と煙突との聞に

ある予熱機により作られます。

'  管理事務所はその約% の面積を倉庫にあててありま

すカ可也は執務部門と厚生部門になっており，特に本館の

1 0 M床と同じ高さに三階を作り執務部門に当て，渡廊下



姫 路 発 電 所
設計施工 大 称 組

建 築 物 の 概 要

イ 建 築 IfiWi

本館 組坪 2，933. 985m " 延坪 7，492. 318 m"

事務所 . 建坪 684. 42m コ ( 渡廊下を含む〉

延坪 2046. ＲＲ ｭ ｾ＠ (  q  )  

口 事f 尚

本館位向部向さ 38m 

事務所 11 : 14. 65m 

ノ、 機造概11

本館

基礎 ベダスタノレ杭打，鉄筋コン Y リート i直

鏑体 : 賂援を主とした鉄廿追i

床 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 一 部 T エアカードプレー

ト及び 7 レーチンダ床

脳級 幹28彊鉛引鉄版般の上 ν ヨY トクリ トアス

フアルト防水

外! 盟 . タービン室は鉄筋コンクリ ー ト逃色モルタル

11); 11 

事務所 .

ボイラ一室はF I. + Ｑ Ｐ ｍ 床迄鉄筋コンｾリー

ト色モルタル臥; 付上部( t . 特製石綿スレート鋭

必鍵 : 松杭打，鉄筋コンクリート造

極体 . 鉄筋コンクリート造

外ｾ Ｚ 色モルタル欧付

ニエ m 

ｸｾ ＮＮｲＮ＠ : 昭和29年 2 月 1 日

竣.L : "  30年 7 月15日 工期 : 17. 5ヶ月
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本 ttfl 本 責n
本 館

1. 電 気 蛮 2. 運 転 床 3. 中央制御室

1. 主変圧掠宝 2. 所内変圧路室 3. 起動変圧総室

1. 帯 電 池 室 2. 1fl 望t 3[ 
4. 浴 室 5. ロY 力一室 6. タービン室

4  通信機械室 5. 週転事務室

3.  J ? '  Iレクラ Y ド床 Ｔ エ具合 ｰｾ 7 ミ Jレ 室 8  ボイラ一室

a. タ ー ビン b. ボ イ ラ ー

9.  A . B. C. コ ン プ レ ツ す ー 窓 10 非常電源室

事 務 所

事 務 室 11. 工 作 室

1. 会 議 室 2.  ;]J 類保管 廊 3. 医 務 室

1 計 器; {  ヨヱ 2 分 析 ｾ＠
事 務 所

4 休 養 宣 5.  ｾ 臣 品主 6 待 合 妥 1  玄関ホール 2. 応 銭 安 3 食
堂

7. 湯 沸 宝 8 夏 衣 室 9. 電話交換宝
3.  ｾ百 {  当主 4 消 耗 品 庫

4 厨 房 5. ｾ茸 Ｑ 保 管同 ｉ 6  倉庫事務室

10 所 長 室 11. 事 務 室 5 倉 両E 7. 倉 庫 8. 機械室原料



般 備 概 要
主たる工事関係業者

イ 汽 雄 : 2雄 容 量 150宮/ H ( 連続定格)
建築工事 . 大林組

型式 砲 射 型 汽圧 63kg/ c m2g 汽 混 490' C

給水温度 2∞。c
基礎ペデスタル工事; 太洋組

ロ 徴 粉 炭 袋 I:l: 1簡 に 付 3 台 容 量 :l 2 T/ H

ハ 石炭へ Jレトコンベヤ一。容量250T / I-i

鉄骨製作・三菱造船広島，松尾樋梁

煙 突 工 事 : 三 菱 造 船

ニ 褐 炭 機 1 台 2閃 T / I-i

ホ タービ ン: 1台容量・最大連続 66，0∞: nv

型式横包囲匹軸 2 汽筒 汽 圧 60:<g/ c m" g

へ 復 水 怨 : 1 台

銅 製 建 具 ・ 三 機 工 業

石 綿 板 : 1産業スレート

電気工事近畿電気工事

ト 発電機会 1台 容 盈 股 大 連 続 66，000kw

冷却方式. 水素冷却廻転数 3，6∞r. D. m

チ 主 変 圧 箆 1 台

f主装工事竹林塗装工業 K K

容量 82，∞OK V A 77.000V/ 13，800V 

P  所内変圧器 2台

容la: :7，500K VA

77，蜘V /3， 300V 13， 800V /3， 300V 

で以て本館との連絡を便にしてあります。この執務部門

及び厚生部門は特に凡て空気温度調整をしておりますo

'  以上は主だった建物の概要ですが，我々は設計当初

我々の分野に於て綜合 ・集成されたこのプラシトに対し

て，如何に機能的に夫々を補助するかという事と ，各自

然現象から最も要を得て保護するかという事，それと共

に申すまでもなく我々の作った囲いの内に於て働く人々

のために如何に快適であるか，叉最高の能率を発控室出来

得るかとし、う事を目標と致しました。これらは叉全ての

生産建築に於ても共通の問題でありますが，更に建設の

コスト及び維持 ・管理上のコストの低減という重要な事

実，施工上の問題，特に高所に於ける施工上の問題等，

以上の目的を充分に旦つ満足させる様つとめました。叉

エレゲエーショ γ について，必然的な要所に配置された

採光面という事を立前として進めたのですが，二三この

問題について試みをしましたので次に記したいと思いま

す。

炉 管理事務所の方の主体は一般的な鉄筋コ γ タリ{ ト

造としましたが，一方本館の方の主体は鉄骨造でその始

んどを熔接加工致しました。そしてこれらは相当の長尺

物( 柱にあっては1 6 M) を工場加工致しまして，現場で

はただ組ｊＮ［ｾてる方式にしました。組立ては止むを得ず鋲

打ちを採用しましたが全体から見て鉄骨の総屯数につい

てはより経済的に出来ました。又加工する場合プレート

を箱形とか I 形に組んだために視覚的に安定性と簡潔さ

を与えたと恩われます。他のメ { ターバ不ノレ ・諸島義械等

も全てフレッシユな感じにした為に，全体に一層室内に

清潔感、が増したように思います。

'  その 2 は高所に於ける荷重の低減と施工上の問題か

ら殆んど軽量スラプを採用致しました。先づ，母屋間に

2 8牲の波型鉄鋲の継目をカシメて懸けその上に配筋しこ

れを型枠代りとしてシヨァトグリ ー トを平均 52 . 5 mm厚

に吹付けました。このスラプを施工した屋狼は，相当に

面積が広い故相当の伸縮を考えられるので，建物とは勿

論スラブ自身の適当な位置にエキスバ γ ショ γ ( 一方向

に於ける許容最大 3 0m m) を取って ，そのスラプ一つ一

つの廻りを mi n 2 0 0  m mの立上りを考えておりますので

夫々は丁度パァトの様になっております。 そしてその上

にカ y バ{ メッシユ入りのアスフアルト防水層を施工し

て砂撒程度の仕上にしてあります。叉特にシヨットタリ

{ トスラフ" のへア ー クラッタを心配して，防水層を袋貼

りにして四周の立上りを煉五でもって押えました。

'  その 3 はやはり荷重の問題と施工上の問題とにより

ましてコ y t l リート壁に代るものとして特殊の型のスレ

ー トを考案して貼付けましたっスレー トについては今迄

先っ・レディメイドのものという頭がありましたが何かも

っとスマ ー トなものが出来ないものかと色々と考案 して

見ました結果，写真の様な一応使えるものが出来ま し

た。このスレ ー トを貼ってある商は，海に面した最も当

りの烈しい面ですから，昨年この地方をおそった殴風に

よる被害を元としてその特殊な条件を検討した結果，充

分の強度と，防潮堤にはね上る波演は2 0 Mに達し，それ

が風にあふられて霧散するとしづ状態にありましたの

で，エア ー タイトに近い状態にならねばならないという

事を条件として，それに耐えしかも目的にかなった材料

を色々と研究した結果，コストの面をも考え合わせて数

度のテストの上この異形スレ ート を採用したのです。こ

の製品は大体一枚について巾 5 0 c m長さ 182c mの単位を

以て割付けられる材料で，直接鉄骨の腕縁に取付けられ

る一種のリプスレ ー トです。このスレ { トを貼り上げる

と上下の重ねは白地が入るのみで表面が同一面になり「

重ねが表に出ない) 縦のリプが通り ，意匠上成功したと

思っております。
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富 士 製 鉄 広 畑 薄 板 工 場

1.  ま え が き 3.  工事の綴要について

本邦最初の銑鋼一貫作業による製鉄所が，明治29年現 1)  所 在 地 姫 路 市 広 畑 区 富士製鉄広畑製鉄所構

在の八幡の地に建設を開始 して以来，国際情勢の推移 と 内

我国経済力の発展 とにより，漸次生産量を増大 し，昭和 2)  敷地面積 ＹＶ ， ＰＰＰｾ Ｒ＠ (29，000坪〉

13年には遂に鋼材 500 万屯に達し，製鉄の技術も世界的 但し，薄板工場用敷地のみ。

水準に到達していた。 3) 建築面積 1 階 ＴＵ ， ＴＰＰｾ Ｒ＠ ( 13，700坪)

しかし，その後の技術的空白時代の為に，設備合理化 地階 Ｔ ， ＴＰＰ ｾ Ｒ＠ (  1，330坪)

の点で，著 しく立遅れていた。 計 Ｔ Ｙ ， Ｘ Ｐ Ｐｾ Ｒ＠ (15，030坪)

ここにおいて，富士製鉄が，昭和25年旧日本製鉄K K 4)  構造其他

より分離( 但し分離以前，銑鋼一貫作業の新鋭工場とし i )  基礎及地下室鉄筋及び鉄骨鉄筋コ y !l リー ト

て，昭和12年 7 月建設を開始，厚板専用工場として既に 造

生産を始めていた〉発足して以来，鋼材品種の多角化と

設備合理化に よるコスト切下げの為に，広畑製鉄所に世

界に誇る最新式の薄板工場を計画し，昭 27. 1. 4着工以

来，一年余を経て昭28年秋漸く完工し，昭29. 1. 11 待 望

の冷間圧延による薄板の製造が開始された。

工場建築特輯号発行の機に当り，設計の内容，工事の

概要，並びに薄板生産工程を述べることとする 。

2.  殴計について

設計に関し，次のような特徴があった。

1)  戦後本邦最大規模， .El .又最新式の工場の設計であ

る。

2)  三社( 日建，大建，東畑〉の共同設計である。

3)  共同設計であるので，設計の円滑を計るため特に

現地に於て設計を行っ た。

街，設計上，特に意を用いた点は，

1) 建物規模が大きく，設計図が多数となるので，特

に査図に意を注いだ。

2) 工場作業者の安全と，作業能率を考慮し，起重機

の運転，保守等に便なるよう工夫した。

3)  鋼材の節約を計り，併せて構造美を発控草するよう

心掛けた。

4)  工場参観の専用通路を，特に計画した。

5)  圧延設備の機械類の内，電動機，発電機等以外は

全て地下室に設置され，更に風洞が縦横に地下を走るの

で，地階は相当複雑な構造としなければならなかった。

6)  コイル運搬に使用する 「ラムトラツグ J ( 最大40

屯〉が場内を走るので，上記地階はこれに耐え得る構造

としなければならなかった。

7)  グレ ー γ の走行速度が早い Ｈ ＱＵＰｾ 毎分〉ので構

造物が振動し作業者に不安感を与えないようにした。

筒，工場内のカラ { ・コ γ デイシヨ γ は，広畑製鉄所

工務部，原課長の計画に より，淡緑色を主色とした巧み

な彩色が施され，一段と異彩を放っている。
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ii) 主 体 鉄骨造

iii ) 屋 根 及 外 壁 波 型 亜 鉛 鍍 鉄 板 葺

5) 工 期

i ) 敷地 造 成 昭26. 6. 15- 昭26. 11. 10 

ii )  杭打工事

iii )  基礎工事

i v)  鉄骨加工

v )  建家組立

vi ) 床 舗 装

6)  施工業者

i )  敷地造成

i i) 杭打工事

γ F リート

。27. 1. 4- 1t  27. 10.  6  

1127.  6. 1- 1/ 28.  9. 30 

11 27.  6. 1 6 - 11 28. 1. 31 

1127.  9. 20- 1128.  9. 13 

11 28. 9. 10- / /  28. 10. 30 

阪神築港

水野組，盤城コ γ タリート，大同コ

iii )  基礎工事 央村組，太平工業，竹中工務庖〈地

下室) ，水野組

i v)  鉄骨加工 目立，三井，播踏，新三菱各造船所

v )  建家組立清水建設，水野組，竹中工務庖( ー

部)

vi ) 床 舗 装 太 平 工 業，竹中工務庖，奥村組，水

野組

7)  主要資材及び工事量

i ) 鉄 骨 7，500屯

ii ) 鉄 紡 2，000 11

コγ クリート ＵＰ ， ＰＰＰｾＸ＠

iv)  コγ グリ{ ト杭 3， 700本

v ) 堀 方 Ｑ ＰＰ ， ｏｏｏｾ￟

v i)  波型鉄板 80，000枚

v ii )  工事に従事した延人員 280，000人

4.  薄板生産工程について

厚板及び中板工程で作られたコイノレ状の原料コイノレは

コイル ・コγ ベヤ ーにて，薄板工場に，運ばれ，次の JI関

序で，各種 6 事、;j1) i 引 U 7.。
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今，第 1 図の製造工程及び第 2 図の作業工程図を参照 ＨｬｉＱＮｾＺＺＱ Ｑ ＱＢ＠ )  

して，概説する。 ↓  

先づ，材料の熱延 コイノレは，薄い酸化鉄の被膜がある 連 続 酸 洗 織

ので，連続酸洗機で，これを除去する。 ↓  

熱湯槽，乾燥機を経た1青海な材料は，冷間圧延機にか 連続冷0" 圧延険 51量

けられ， い 2. 3粍を 1. 6- 0. 25 粍の厚み まで，冷問圧延 ↓  

される。 焼 鈍 炉

次に，焼鈍炉に入れて ，材料の内部st 及び硬化脆性を ↓  一 一 -，J..

スキン パスミル

↓  ↓  

スキン パスt Jレ

l  

↓  

連 続 前 断 機 連 続 前 断 機 連 続 豆 鉛 鍍 機

除去する。かくして ，冷間圧延の歪を取られた材料は，

スキ ｹ バスミノレで ｪｊ 日圧し，所 ｾｉｴ 腰を強め，絞り加工性

を与える 。次に連続努断機で，両端の耳切，定寸裁断，

検査，塗油し，一部は錫( 但し未着工〉若しくは，亜鉛

鍍され，製品となって， 出席される。

ブ リ キ 鍍 金 機 l  z y y F ー |  波 付 織

以上，薄板の生産工程の概要を述べたが，かくして，

生産 された世界的水準の製品は内外市土砂に画く販路を広

げつつあり，今や我国関連産業の発展 lこ大きく寄与 して

いる。筒，本記事に関する資料， 立主に写真をt説い た，広

畑製鉄所，工務課長町田佐一郎氏に厚く謝します。

(30. 9. 22 佐々木記)

↓ ↓ ↓ ↓ ↓  

巴互1 1豆t'l 11 1fHft'l 1 !豆; Hli'i l 直亙|

第 1図 薄 板 の 製 造 工 程

第 2 図 鋼 板 エ 渇 作 業 工 程 図

電 車 三 車 も

ピレッド
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川 崎 製 鉄 株 式 会 社 千 葉 製 鉄 所 製 鋼 工 場 ・

' 本工場は川崎製鉄株式会社が建設中の千葉製鉄所の一

部をなすもので，全工場建設の院には年産銑鉄50万t，鋼

塊60万t，鏑片 120万t，ホッ トス トリップ60万t，コーノレド

ストリ ップ40万 t が予定され る大製鉄所であるが， 現在

は第一期工事が略竣工した程度であって年産銑鉄25万 t

鋼塊30万 t 銅片 120万 t 程度である。この製鉄所の建設

に当って会社側は社運をかけた単圧メ ーカーから銑鋼一

貫メ ーカーへ転換の大事業であるので作業の全工程を通

じて生産の合理化に異常な熱意を持たれ，これが施設全

般の計画にも，又本建家との設計にも反映され設計の途

上においても，細部に至る迄種々の打合せを工場偵iJ と行

い，設計者と会社側の緊密な連絡協同の上に本建家が完

成したものである。

先づ製鉄所の作業全般について概略を説明すると，原

料の鉱石，石灰， コー ダスは最初高炉に入れられ10- 25

時間熔融されて熔銑となり，混銑加を経て平炉で暦鉄鉱

石 ドロ マイト等と混合， 6- 11 時間熔解精練され初めて

鋼となり，これをインプットケ { ス に注入して所定の鋼

塊とする。次にこれを均熱分塊工場で加熱鍛練を繰返し

密度の均一結晶粒の不同等を除 き敏性を与え強靭良質の

鋼片とし，各種圧延工場を経て最終製品の鋼板，棒鋼，

型鋼等を得るわけである。 これ等の作業の全工程におい

て重要な事は，原料より製品に至る迄取扱う品物がすべ

て重量の大なる事で，極言すれば製鉄所の作業は重量物

の運搬作業であるとも言える程である。従って製鉄所の

作業の合理化といえば，知何にして運搬の経路を短縮す

るかとし、う事に尽きるので，本製鉄所の場合もその例外

ではなく ，敷地の選定から ，敷地内の原料及び製品の運

搬も総てこれを念頭に置いている。工場全般の事につい

てはこの程度にして以下本建家について述べる。

' 建家の規模，概要は

製 鋼 工 場 均熱分塊工場

建 坪 4018坪 3279坪

軒 高 2 5 M I BM 

構造主体 鉄 骨 造 鉄 骨 造

屋 根 波形鉄板葺 波形鉄板葺

外 壁 波形鉄板張 波形鉄板張

基 礎 杭 打 地 形 杭 打 地 形
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グレ ーγ 175t ( レー トツレ) - 2 台 7 5 t - 2 台

100 t  (レ ー ドノレ) - 2 台 65 t 一一 l 台

35 t 一一 2 台 30 t  (S. T) ー l 台

30 t 一一 2 台

15 t 一一一 l 台

10 t -一一 1 台

20 t 一一 l 台

7  t  ( チャ ージ j グマシ γ 〉一一 1 台

鋼 材 量 1o70kg/ 坪 750kg/ 坪

' 本工場の特色としては

従来の独逸式製鋼を米国式製鋼に改め

1  : ! 製鋼工場内へ混銑加を取入れた。

2 平炉デッキへスグラップを導入した。

3  : チヤ { ジγ グ‘ グレ ーγ をチャ ージγ グマシンに切

換え前記スグラップを平炉に押し込む作業に短縮

した。

4  : イシゴツトケ ースよりの鋼塊の取出しを分塊工場

で行い熱損失の減少を計った。

5  : 換気及び採光に留意 し歯車型屋根を採用した。

6 建家の張聞は4 7 mでらり，中央柱列はグレ { γ ガ

ーダー及び平炉デッキのみ支持し小屋組は支持し

ない。

7 : !f レ{ γ による作業が重要な部分を占めるので F

レ二二- y の走行に止る柱頭の水平撰度をある限度内

に限定し，又グレ { ンマ γ の作業用通路の安全を

図った。

8  : 使用鋼材の減少を図り経済設計を旨とした。又古

鉄骨を再用した。

等であり以下各項目別に説明する。

1  : 普通の製鉄所においては混銑炉は別練として独立

し，混銑;加を経て平:慣に運ばれるのであるが，本

工場に於ては平炉側に混銑炉を設け，独立した混

銑炉建家を廃し，作業の簡易化を図っている。 こ

れは本邦最初ではないかと恩われる。

2. 3:  2. 3項の特色は本邦に於ては，本製鋼工場の外に

は八幡製鉄の第四製鋼所にだけ見られる特色で，

古来のドイツ式製鋼工場に於ては平炉棟に隣接し

て原料ヤ { ドを設け原料鉱石類は一度原料ヤ ー ド

から平炉デッキに F レーγ で・持上け. られ， 平炉棟
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分 塊 工 場 に つ い て

のチャ ージシグクレ ーγ で、原料を平面的に廻転の

上平炉内に挿入したのであるが，本工場の場合は

米国式とし貨車により一挙に秤量された大量の原

料鉱石類を平炉デッキに引上げ，チャ ージ γ グマ

シy で単に挿入するだけの操作を行う事となるの

で，最も作業頻度の下なる平炉挿入作業において

非常な工程の簡易化迅速化が行われた事になる。

平炉デ ァ キ荷重は平均 Ｓｴ Ｏ ｭ ｾ を見込んだ 。

4  : 通常の場合製鋼工場内の造塊棟に於て鋼塊はイゾ

ゴ y トケ ースより取出され冷却しながら均熱迄逮

ばれる。これを均熱炉に入れ，加熱の上 ローノレで・

鍛造し所定の銅片に分塊されるが，本工場の場合

は鏑塊はイ γ プ 7 トケ ースに入った俊分塊棟迄運

ばれ，ここでケースより取出したものを直ちに均

熱炉に投入加熱する事により，鋼塊を一旦冷却再

び加熱する熱損失と工程の無駄をはぶいている。

5  : これは通常建家の場合でも注意せねばならぬ事は

勿論であるが，製鋼工場においては特に換気に留

意 しなければ炉から排出される熱気ガス等が多

でゐるので作業上の支障となる事が多い。本工場

の場合には換気に関しては東大平山教授の御指導

により模型実験を行い，又採光に関しても各種屋

根型式の比較実験を当事務所に於て行い，照度の

均一性を確かめた上で歯車型屋根を採用する撃と

した。 しかしこれも単なる外国の模倣でなく ，屋

根葺材料の相異からくる納りを考えた上で決定さ

れたので一寸変った歯車型屋根となっている。

6  : これは設計当初より大スバ γ にする事を考えたわ

けではないが，経済的な設計をするという主旨か

ら最初古鉄骨の使用を要求され小屋に予定したも

のが旧格納庫であった為この様な小屋形式となっ

たのである。 しか し結果から見るとこの小屋形式

は換気上有利な様に思われ， 又心理的にも頭上に

大空間があって好結果であった様に思われる。

7  : 物品の運搬は総てタレ ーγ による事となるので F

レーY 1.こ関係ある場所は特に重点的に設計 したが

グレ戸Y の作業上，保守上の事を考え F レーγ 作

業時にグレ ーγ ガ{ ダ{ 支部持分における水平援

大 阪 建 築 事 務 所 高 橋 麗 夫

度を一定限度内に納め，叉 F レ- y マシの通路に

対しても人命尊重，作業能率向上の見地から安全

にして充分予裕のある設計とした。

8  : 固定資産の減少という見地から ，建築全体に対し

て経済的な設計を要求され，無理のない範囲で使

用錦材E の減少を図った。叉鉄骨を使用する事に

より建築費の低減を図った。 (!l レ{ γ ガーダー

トラス，柱等)

' 以上の様な規模，特色を持つ本工場は製鋼工場が昭和

27年11月に着工29年 5 月に竣工. 分塊均熱工場は昭和28

年 8 月に着工，29年11月に竣工して矢々操業を開始し，

更に来年は次の段階としての圧延工場の新設が予定され

着々と金工場の完成へ近づいており ，本邦最初の独式高

炉と相侯って本邦製鉄業界に異彩を放ちつつある。

' 終りに設計者としてこの工場の設計に関係する機会を

与えて頂いた川崎製鉄株式会社，設計途上種々御指導を

賜り，又本稿掲載について御快諾を賜り種々写真等の御

恵送を頂いた関係各位に誌上を借りて御礼申上げます。

生産量は昭和29年 9 月発行の川崎製鉄株式会社社績発行資料による。
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大 阪 瓦 斯 株 式 会 社 岩 崎 工 場

増熱水性五斯プラント建設について 大 阪 瓦 斯 株 式 会 社 施 設 部

Fi g 1 地質図

，&11 

' 計 画 開 始

時間的制約・1954年11月，最新式オ ー トメ ーショ γ システムによる増熱水性瓦斯プラ γ

トの計画に着手，翌1955年 2 月着工，同年11月にはメ; 設備よりガスを供給するとし、う驚異

的な突貫工事で只今着々と工程通り進んでおり，建物関係( i 98%完了している。この装置

の本場である英国においても 2 年主要するとのことである R

基礎地盤の問題… 本プラ γ ト建設地は，尻無川の狸立地に立ち，亦表土の地耐力は全然

期待できなかった。ボ ー リγ グの結果. Fi g. l の地質が判明したので米松杭( 長95尺，米

ロ9 吋 2 本継) を使用し，建物の軽量化をはかることとなった。

大型機械との関係. . . 前述の如く工期が短いので大型機械の搬入，据付期間が建築工事と

重なるので，細密な工程と，それに! 順応した施工法が望まれた。

耐火的てある ことの問題- 本プラ γ トは英国 ロッキ { ド社製の油圧操縦機を持ち，完全

な安全装置をもっ自動運転シ ステムですべての危険な状態の回避をはかつているが，建築

基準法，消防法の定むるところにより， 消火設備，及び建物の耐火度が要求された。亦階

段も避難設備( 作業員数名〉と して充分な巾がとられた。

ー 計 画

本フ・ラ γ トは英国Pふ C.式水性瓦斯発生装置で，その製造工程 (F i g. 2) 及び機械の配置

により，建物の 7 ・ラ γ ニ γ グは大略決定づけられる。

主建物である発生室について説明すると 1 階には原料取入に必要なスキ y プヒ・7 ト (

内法5. 50米 x 7. 50米，深6. 00米) . 精製設備に必要なポ γ 7 . 室が設けられ， 発生室 1階床

は灰搬出が，便利な様にトラ ':J !T が自由に運転し得る様になっている。 2 階にはスキ y プ

カー運転室，ガ ス空気を庄送するブロワ 一室，本 7 ・ラシ トで製造 されたガスを分析する実

験室が設けられている。 3 階には本設備全体をコ γ トロー ノレする指令室，及び発生炉作業

場である。その上部に原料格納庫たるコ ーグスの 100屯ホ ァバ ー4 基が計画された。

Fi g 2 製造工程図
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大 阪 五 期 株 式 会 社 岩 崎 工 場 増 熱 水 性 五 斯 プ ラ ン ト

置量 計 大 阪 瓦 斯 株 式 会 社 施 般 都

施 工 株 式 会 社 大 林 組

所 在 地 大 阪 市 西 区 岩 崎 町 五 番 地

構 造 鉄 骨 造 及 び 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

建 築 面 積 延 面 坪 階 数

規 模 ( イ) 増熱水位ガス発生室 1，771. 10米2 5，411. 83米2 4階

( ロ ) 遺 産 メ ー タ 一 室 4切.∞ 4切∞ 1 階

( ノ、〉その他 締 製 設 備 タ ー ノ レ 処 理 設 備 タ ン ク

レ日ーフホルダー 冷水稽

着工・竣工 着 工 昭 和 初 年 2 月 3 日

唆 工 昭 和 30 年 10 月 31 日 ( 予 定 )

下 精 業 者 鉄 骨 駒 井 鉄 工 所

V ヨアト クリート 水 道 企 業 K . K

建 具 池 田 工 業 K . K
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シヨットクリート鍵の採用

耐火軽盆壁として，亦大

型機械搬入に伴う部分的施

工とい う面よりシヨァトグ

ロー ト壁が採用された。本

建物計画時には，屋根版と

して大規模に用いられた例

はあったがこの様な大壁体

( 2， 464， uOm2) を 覆 っ た

例がなかった。柱間隔6. 80

米を裂け渡す， 高 さ 1，870

米の壁板として設計され，

水平力，垂直力は鉄骨が負

担したのFi g. 3 にその大要

を示すっ

- 施工前にースバ γ の試験体

をつくった。( 本文末尾の

写真参照)

亦シヨットタリ ー トの耐力

試験を示す。 (Fi g. 4)
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屋根M&の施工計画 ・・屋根版コ γ !I Y ー ト打時に於ては

大型機械が搬入後であり，亦支柱を建てることも困難で

あるので，ヌラプはすべて鉄骨小梁に取っけられた型枠

によって支持される様計画された。 (Fi g. 5)
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工 事 記 録 ( 主としてジヨ ットクリート工事について)

規制輿・殴備について 発生室 (2，464. 00 ｭ ｾ Ｉ 基 メー 板囲いをした。この材料溜場に集積された材料は順次煉

ター室 (392. 包mりの壁吹付面積を有し，期聞は昭和30. 材料置場に運搬され，ガ γ に投入された。なほ 2 台を並

7. 10- 9. 5の58日間である。先づ Fi g. 6 に示さるωにNo ベて据付ける場合は内法問| 煽 4. 5 尺を要する。

1 ガ γ を，工事の進渉に伴L 、， No. 2， No. 3ガ〆が倒に増 シヨ y トタリート用の足場としては，壁仕上面より最

; 没された。コ γ プレ y サ{ として最初j 鮫鋲用の i 100HP 小限度越地丸太にて40極，ささ ら丸太にて 15:限以上離さ

コシプレ y サー」が用いられ，つづいて圧力 7kg/ cm
2

， なければならなし、。亦ノズノレマ γ ガ吹付の際両手共ノズ

排気盆 7 m
3
/mi n. の i 50HPコγ プレ y サ ーJ 2 台が予備 ルを怒る必要があるのでその安全には忘分留芯し手摺な

として据付られた。下小室の大きさは，セメ γ トガ円 どを設けるなどの用怠が必要である。 ( Fi g. 8)

セバレーター，材料練場，砂置場，セメ γ ト置場，セ3メ 亦足場仮は材料ホ ース，水ホ ース及び作糸口( シヨフ

シト倉庫等によって定まる。亦吹付高さが10米以上とな トタリ ート エ ＲｾＳ 人， 左官 ＳｾＴ 人Ｉが充分作業し得

ると一定の水圧を保つため，ターピ γ ボ γ プ，貯水糟が る広さと強度をもたねばならぬ。

必要で本工事に於てはl 弘吋及び 2吋3 段タ { ピγ ポγ プ 材料・・セメ γ トはアサ J ポノレトラ γ ドセメ γ ト，砂は

各々 1 台が備えられた。セメ γ トガ γ として， N- 1型 3 加古川ｾ，粒度は弘吋簡を ＱＰＰ Ｅ 通過するもので，粗粒

台が用いられた。その性能及び所ｾ気圧は次の如し。 率は 2. 5乃至 3. 2 の範囲のものを使用 した。牝度は11寺と

I  t ' T  ......  1  I  '*' I J << I  r r  - h  ｉ Ｎ Ｂｾ ＮＮｊ，Ｎ＠ I  ."， ｾｹＺＮ＠ .，r， _  I  - H' "  fi'I 千荒いものが入荷したが，この様な場合リパ γ ド
I  i肝 要 I I 空 気 | 圧 力 材 料 ホ | 輪 送 距 離 | ンの

狙 式 | 気 圧 |空気量 |モーター| 水量一ス径 |水 平 | 垂 直 l電 量 | ね返り率) が大となる傾向があるラ亦砂がして若

I  I  ft /m"1 I  L/m叫 mml  ml  ｾ｟＠ ml  ば すf ても大となり，逆に湿潤にすぎると，率( は

N - l  I  30二b. I  I 70 I  2  HP.  I  '5. 2 I  32 I  1ω I  50 I  6∞ 
|  I  -. ._.  I  - - I  -- I  - - I  |  び材料ホ { スの内部にて固化し作業不能と乾燥 し

砂置場は，材料が湿らぬ様，亦トラ' ; / !I が自由に入れる なるから注芯を要する。砂の含水率と しては重量ガシ及

様に， 軒高 7. 5 尺の片流れ鉄板葺とした。練場は 3 尺× 比で 2 %1立が適当である。調会は容量比でセメ y ト1 ，

6 尺の鉄板を用い，その前に 2 尺 x 6 尺， 2 尺 x 3 尺の 砂 3 とし，吹付時のモルタノレの状況を見ながら最少の リ

バネノレにて図った筒場を設け， fj 百は%吋メ y シユにて45 パンドとなり，且つ表面に7 . k が浮ばぬ様に したの

度の角度に取付け， Fi g. 7 に示す如く 3 尺迄 5 分板にて 調合及び混線… 材料調合係が練場にて，計量された砂
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とセメ ｙ トを十分にｾ紋し，弘メ ッ シユの舗を通し，均

一なる ｲ ｾ 練りモノレタノレ」が貯溜槽に集積される 。 これ

を投入{ 系が 18t 笠鐙にて，線材料置場におき，セ /γ ト

カ' γ の中の材料が送り出し終ると同時に7f γ 内に投入さ

れる。

型枠及び配筋一 内部は吹代ボー付面に白セメ γ ト吹付仕

ー上であるので， Fi g. 3 に示す如く通常のバネノレは使用せ

す持物とし，壁面積の% が準備された。配筋は中9 が鉄

骨に溶接され， 10番 2 吋自のグリ Y 7.網を18番鉄線で鉄

筋に結束，継目重ね12糎とした。

吹付作業・全作業人員としてノズノレマン 1 名，同手元

1 名，ガ Y - q Y 1 名，材料調合係 2 名，材料投入係 2 名

計 7 名を要した。なお夜間作業及びホース遠距離となる

場合はノズノレマシ手元 1 名を増員した。吹付工事は，下

吹，中吹，上吹の三回に分け施工された。下吹としては

コγ グリート工事と問様に，最初ノズノレに水を送り型枠

を水洗し，次に最下部より上部へと移動した。その厚さ

は40粍である。作業終了時における吹付継目は配筋に直

角に45度とする。翌日空気噴射してリパシドを除き水洗

の後，作業を始める。下吹終了後，墨出しの上回地俸を

取付け，中吹の際の定規とした。(Fi g. 9)

中吹は上部より下部に向って移動した。 これは吹付後

のショ y トによる汚れを防ぐためである。水洗いの後ノ

ズノレは先端より距離 150 糎，吹付厚さ 35粍で吹付が一区

劃すむ毎に左官が定規摺をなし木銀押へをなした。上吹

は級優秀なるノズノレをもって行い，上部より下部へと

施工し，吹付距離は150糎乃至180極で厚さ 2 粍乃至 3 粍

である。 この際左官は窓その他の散り廻りの掃除のみを

行い，壁面は絶対にさわらない様に注意する。上吹終了

後左官は充分な注意のもとに目地惨を抜きとり，白地入

をなした。仕上防水として，ショ ットF リート吹付後 3

日してから，セメ γ ト1 ，白セメ γ ト1 の調合で，スプ

レーガ「 γ をもって色上げを行った。 これはシヨ y トクリ

ー トの大まかな味を失うことなく，色を均一にするため

である。次にェパタイト吹付をなした。 これは手持噴努

器ノズノレ尖端から10糎の距離を保ちつつ Fi g. l 0 の要領

で，むらのない様，上部より下部に吹付けた。

リバンド ( はね返り ) … 吹付の際生ずるリパ γ ドは相

当の量に達し，風向，風力によって相当広範囲に飛散す

る。 これによると平均36. 2 %である。さてこのリパ γ ド

は大部分砂であるが，少々セメントも含まれているから

長く放置すると固まる恐れがある。本砂の利用法として.

本工事では機械基礎内部の砂詰めや，あまり強度を必要

としない捨コ Y t/ リート 用に転用されたが，この点に改

良の余地がある。

惨次に施工上気付いた点を託す

①下小屋の場所は出来得る限り吹付場所に近い こと

②下小屋の上家は相当完全なものを要す。雨天時の

38 

壁 体 試 験 体

シ ヨ ッ ト 吹 付

吹込による砂の浪潤はガ γ の能率を影響する

① 壁体の型枠はコ Y t/ リー ト型枠にくらべて 受ける

圧力は少であるが，わづかの降、聞も仕上に影響する

④ サ ッシユの水切などは吹付時圧力を考え， 1. 6粍

鉄板製となし，補強足な どを密に入れること

① バネノレには離脱朔j を塗るが，再使用の場合には十

二分にケレ Y をする

① 使用砂の粒度大となると きは， リパ γ ドが大とな

る。亦あまり細いものではガ Y ，ホ{ スがつまりや

すい。砂漉度に注志、すること

⑦ 吹付後の窓廻りの掃除，及び足場板上の泊婦は，

作業終了後すぐ励行せしむること

①吹付附近の関口部には充分なる養生をなすこと

( 以上)

ぺイント塗装請負

竹 林 塗 装 工 業 株 式 会 社

営 業 所 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8 l1'i地

包括笠崎@泊564 ( 代表 ) - 5帯

本 社 t' j.: 図 市 垂 水 畑 町 1 1  8 番地

岡 山 支 庖 間 山 市 内 周 1 5  3 番 地

東京出張所東京都中央区西八了姻 2 の2

四 国 出 張 所 新 居 浜 市 泉 池 町 甲 1 0  8  7  

九 州 出 張 所 門 司 市 苧 町 3 丁 目
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保木々佐株式会社東畑建築事務所大阪港サイロ施設について

円形槽 20個( 完成時40個〉

菱形中間糟 12  t，.- (  / /  24個)

容量 12，500屯( 完成時25，000屯)

構造 鉄筋コ : /t1 リー ト造

基 礎 ケ イ ソ γ 6  ;!主

V 専 用 側 線 4 線

3.  操作について

各操作は， 1 階の司令室に於て，遠隔操作をなすこと

が出来る。以下順を追って ， rサイ ロ施設操作図」 によ

り概説する。

I  搬入，張込操作

|亙 盈;→輸送パイプ→ レ会 ーパー→一次パケ ツ ト・エレ

ベー タ戸→ パγ ヵー→計量機→ ホ ツバ ー→二次ノ之ケ ッ ト

・エレベ ー !l - - >護岸平行チエ γ . コY ペヤ ー② ③→護岸ー

直角チェ: / . コY ベヤー@ @ →機械室内搬入用パケ ァ ト

・エレベ ー ター@ 吋 y バー( 6 階) → 選分器 (4階) →計量

器 ( 2 階) →ホ ッバ ー( 地下 1 階〕→級入，張入用 パケット

・エレ ベ ーター①により 7 階まで上送→上部連絡チェ γ

・コγ ペヤ { ト サ イ ロ ， チ エ Y ・コγ ベヤ{ ②→巨 三|

I 搬 出 操 作

1-Ij--1 1"  I→サイロ下チエ y . ::t: Y ペヤ ー③→搬出用チエ

γ . コ シ ベ ヤ ー @→搬出用ノミケ ッ ト・エレベ ー ター①に

偶数1. ま え が き

我国食糧 ( 年間約 400 万 屯) の輸入港におけ る荷役合

理化設備，即ちサイ ロ施設が， かつて大阪市港湾局にお

いて，昭和23年来， 研究， 計画されつつありま した。昭

和27年，漸くこの計画の具体化を見，昭和28年 3 月，安

治川左岸田中町の敷地( 約4∞om において着工以来，

約 2 年余，市港湾局各位の優秀なる設計，監督と， KK大

林組の完全なる施工と に よ り，本年 7 月漸く完成致 しま

した。

偶 々，この施 設 の一部， 機 械室( ヘッド ・ハウス) の

設計に協力するの機を得ましたので，このサイ ロ施設に

ついて，その概要を述べようと思います。

2.  施 般 の 綴 要

I 接 岸 施 設

ドノレブイ γ

ドノレブイ γ 前面水深

護岸前面水深

E  機械室 ( ヘッ ド ・ハウス)

高 さ 37. 0 M

建築面積 120. 3好 延 面 M 944坪

構 造 地 下 二 階~ 地上二階 鉄 筋 コ γ タリ { ト

地上三階 鉄骨，鉄筋コ γ グリート

地上四階~ 地上七階 鉄骨造，波形アノレ

ミニウム板張

3  t主

9 M 

3  // 

陸屋根，防水モノレタノレ

松杭打 ( 長さ 25M ，計 207木〉

鉄筋コ : /t1 リー ト造ペタ) ; ¥; R経

E 機 械 設 備

l  ニュ ーマチァ グ ・コγ ペヤ - 150屯/ h 2 台

2. セバレ{ タ ー 75// 4  // 

計量器 ( タワ ー内)

( 選分器下)

。 (撤 搬 出用)

バァカ ー及口縫ミシ γ

各種コ γ ベヤ ー

搬入用チェ γ コγ ベ ヤ {

搬出用 。 。

。 ペノレト ・コγ ベヤ ー

搬入用パケ y ト・エレベ ー タ {

依り 7 階まで上送→上部搬出用チェ γ . コγ ペヤー⑤

/ 、

4 動 袋 詰 千 ← 袋 詰 用 ホ ツ バ { 搬出用?yバ {

搬出用コン ベヤ ー ｾｉ 守機

搬出用チェγ.7γ ペヤ ー@

根

礎

尾

基

@  

⑮ 

// 

//  

// 

↓
同

一

// 

護岸平行

鮮積出用

| ト ラ バ 又 は |

貨 車 |

E 入 換 操 作

1-Ij--1 p r - - l T イロ下チェ γ ・コY ベ ヤ { ト 搬 :HJ Tl チエ

γ ・コγ ベヤー@ → パ ケ ッ ト・エレベ ー ター②又は①Jこ

より 7 階まで上送→上部連絡コ γ ベヤー@ →サイロ上 チ

ェ γ ・コγ ベヤート 1-Ij--1
p

l

lV 燦 蒸 操 作

メチ ー ノレ ・ プロマイドをサイロ内に送入し定時 Ｑｾ ￭￭ＡＨ す

排出には切換パルプにより，新鮮な空気をサイロ下から

圧入して，上 Jj から大気中に放出する。

選分器，サイグロ γ 等によって生じた塵挨は，地下 1

階の爆蒸室に導き，殺菌，殺虫後袋詰にして搬出する n

V 保管状態の検査

サイロ ・ピγ 内には多数の温度測点を設けて， 'lirt，こiE

2  // 

150屯/h 2 台

。1 // 

1  // 

// 

4  // 

6  //  

2  // 

4  // 

立 "

150 // 

75// 

// 

// 

// 

25// 

75// 

パケ y ト

// 

// 

// 

// 

搬入， 搬 出，入換用

エレベ { タ{

イ ロ

25 M 地下 8. 3M 

3. 

4， 

5. 

lY サ

高き
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大阪港安治川サ4 ロの施工について

安治川サイロには本邦で初めてユライディ γ タフオ{

ムが使用せられたことはすでに本誌にも紹介せられてお

りここに施工に当って経験したこと のこ、三を御報告し

たい。

1. j骨 動 速 度

スライド工法に依る施工に当って先っ・型枠の滑勤速度

を決定する事が先決問題で、ある。型枠滑動の速度はコ γ

tt 1) - ト打設の季節に よって決定されるのであるが，盛

夏ではコ γ グリ ー トの凝結が非常に早いので其れに即応、

した速度の決定が必要である。何故かといえば凝結に先

んでてコンクリ ートを打設する事によって打継白地のな

い連続的な紡震なコ : / t t 9 - ト壁面が得られるからであ

る。この点が滑動型枠を使用する上て・の利点の最なるも

のの一つである。更に型枠離脱直後のコシグリ ー ト壁面

を左官仕上するのに可能な程度の硬さの凝結が要求され

るわけであって，この点からも自ら上昇の速度が決定さ

れることとなる。種々の実験の結果及ひ. 諸外国の文献に

よって，盛夏では昼間 20c mj H 内外，夜間 10c m/H 内

外が適当で，この条件を充分満足させ得るようにコ : /t t

リ{ トを型枠に配給して打設出来るような仮設段取を計

画することが必要となって来るのである。

結論的にいえば，滑動速度と仮設計画とは両々相侯つ

って決定すべき問題であって，その施工時期における経

済的滑勤速度と経済的仮設計画との交点、を求めねばなら

ぬという事になる。

2. 仮 般 計 画

a. コγ タリート打設

安治川サイロのスライド工法実施時期は盛夏 8 月と決

定されたのでその滑動速度を 20c m/H 内外と定めて全べ

ての仮設段取を計画した。

21 切 ミキサ ー 3 台設置して，内 1 台は予備と考えた

のでまbるが，実際は此れは使用しなかった。

コγ タリ ー ト打設は 2t on ケーフツレグレー γ 2 基を準

備して使用し， 1 基のケ ープノレグレー γ にピ γ 10 本を

負担させた。

スライド工法によるコ〆ダリ ー ト打設全量は2，100m
3

であり，そのスライド高さは 26m90 であるから，ピ γ

1 m高さのコ γ F リ{ ト打設量は 7 8 m
3

である。

21 切ミキサ ー 1 パッチ ( 0. 58 m
3

) をコ γ F リートパ

ケ y トに受けて，地上運搬し，ケーブノレ F レー γ で最も

運搬距離の遠いピ γ への往復所要打設時間は計算上から

200 秒となった。この場合を標準に考えると 1 時間 当り

のパッチ数は 18 パッチとなる。

2 台のケープノレグレ ーγ の運搬能力は

2 台 x O.  5 8 m
3  

x  18パ y チ". ，，20. 9 m
3  

44 
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故に 1 時間当りの最大可能滑動速度 20. 9+78=0.  268m 

となり滑勤速度 20c m/H を十分満足して居るのである。

b， 鉄筋と ロ y ド

スライド工法は主として工期の短縮，工費の節減，打

上コ γ グリートの質の向上を目的として行われるのであ

るが，鉄筋工事も種々の条件に従わねばならず. 更にロ

ァド工事がこれに附加 されて来るので・ある。 ロ y ドは滑

揚用ジャッキがこれを支柱として登撃する鋼材の事でゐ

る。

今鉄筋及びロ y ド工事において特に注意すべき点を列

挙すれば次の様である。

① スライド工法は連続作業であると同時に有機的集

団流れ作業で忘るから型枠の滑揚，コ シクリ ー トの打設

鉄筋の組立及びロツドの継足は同時に行わねばならない

②鉄筋及びロァドの作業が遅れれば他のすべての作

業を中止せねばならなし、。

① ジヤ y キは一定間隔で滑揚せねばならぬし，コ γ

P リート打設も一定間隔であり ，此等の作業は鉄筋及び

ロツド作業に優先するから鉄筋の組立，ロ y ドの継足は

その聞に行わねばならなし、。

④水平筋の組立は支持枠の下部検材と型枠幕板の間

でしか行い得ないから組立つべき水平筋の段数が制限さ

れる。

① 鉛直筋及び ロy ドの継手は数個を一度に行わねば

ならない。

① 組立つべき高さが時々刻々変って行くから鉄筋及

びロ y ドの運搬方法は特に考慮せねばならない。

従って工事施工に当つては此等の点を配慮して綿密に

施工計画を )J て工事を支障なく遂行出来るように努めね

ばならない。約 150t on の欽筋と 10t on 余りの ロy ド

( ジャッキ支持用鋼材) をビ γ の上昇に伴って逐次 ピシ

上へ吊揚げ補給するために三脚デリ y キを設置した。

スライド工法によるピ y の上昇高は約 2 7 m であるか

ら 160t on/ 2 7 m= 6t on/ m であり沼勤速度 20c m/ H と

すれば 1 時聞に 1. 2t on の鋼材をピ γ 上へ吊揚げる事 と

なる。

デリ y キのブトムは 22m7 (75' ) で長さが不足するの

で 1 0 m 継ぎ足して使用した。

c. 指 令 設 備

スライド工法による施工に当って第ーに必要な事は，

コγ グリ{ トの配給及び打設，型枠の滑勤即ちジヤ y キ

の操作 ・鉄筋の運搬組立 ・支持用ロ y ドの配給と継足し

左官の壁面仕上等が，すべてコ γ タリ ー トの凝結に先ん

じて相互関聯性を以って刻々流れ作業式に進められて行

く事である。そのためにはこれ等の作業の実態を一望の



下に把握してその都度適切な指令を下し，万遺漏のない

処置 ・方策が採られねばならない。そこで指令室の設置

が必要となって来る。指令室には拡声器 3 台を据付けて

総括的指揮を行ったのであるが作業上の細部にわたる指

示事項や情報連絡は電話による相互連絡とし，作業の円

滑を期した。

3. j骨動型枠の装備 ( 図面は本誌本年 2 月号を参照の

こと〉

a. 型 枠

型枠は幕板と櫛板とから出来て居り， e降板は厚 3c m.

rt 1 0 c m. 長 1 m2 0 の杉材を用い心材の方がコシグリ ー

トに接するようにした。

術板は厚 .4 . 5 c m，巾 21 c m の絵材を用い 4 枚を 6 吋

の 螺 釘 で 重 ね た 。 こ れ に 糊 を 3 吋去の螺釘で、千即こ上

下端に 2 本づっ打込んで取り付けた。

筒幕板と櫛板とは膨脹収縮をさけ，コ γ タリートとの

付着力を少なくするために融点 90
0

C のパラフイ γ を

100

0

C に溶かして 5 分間浸潰した。

型枠の組立にあっては外部ピ γ の外枠は別として，内

建 設 概 要

建 築 位 置 大 阪 市 港 区 間 中

元町五丁目

設 計 管 現 大 阪 市 港 湾 局

施 工 昧 式 会 社 大 林 組

ピンl I i . 礎

栂逃鉄筋コンクリート造

大さ 6. 8 m x  8. 8 m x  24m 

角 形

深さ 地下 32m ( 圧気工

法で沈設)

個 数 6 l正

ビン主体

精進 鉄筋コンクリ ート造

大 さ 外 径 6m20

!i!厚 1 8 c m，20c m 

高さ地上 25m10

地下 8m30

個数 4 列 x 5行 - 20備の

集合体

容量 12，ωOt on 

ピン上屋

鉄1'; 造 商 さ 9. 5m

156. 6面坪

へY ドハワス

権逃地下 2 階地上 2 階

鉄筋コンクリ ート

地上 3 階鉄骨コン

クリ ート

地上 4 階 - 7 階

鉄骨

基 礎 米 松杭 2 5 m 207本

高さ地上 39. 5 m

地下 9m60

面積 120. 32坪

着 工 昭 和28年 3 月 1 日

唆 工 昭 和30年 3 月31日

展内機械装置

新三菱重工業神戸造船所

屋外機械設置

久保田鉄工株式会社

ガス繍蒸主主催

大福機工株式会社

温度測定設置

三菱商事株式会社

換気装置 須賀エ業株式会社

塗装工事 竹林塗装工業K K

コ ン ク リ

部枠は全ベて 8 mmのテ { パーをつけ，硬化したコ γ ク

リ{ トと型枠閣の付着をさけた。

型枠には水平及び垂直方向の補剛構材を取りつけ，上

昇ジャッキの交互操作に よって連続滑勤し，これによっ

て生ずる述統的交審応力には工事終了ま で支障なく耐え

る程度の剛性を与えた。

b. 支 持 枠

櫛板を挟みつけている 2 本の強力な柱 L180 x 75 x 7  

と作業台の上方に取付けた横材 L 1 0 0 x  100  x  7  L I 0 0  x  

5 0 x 5 の 2 本とからなっている。上部の横材にはジヤ Y

4与を取付けて型枠を上昇させる。

支持枠の間隔は普通 1. 5 m- 2 .  5 m とし出来る限り一

定の間隔とするのがよい。当工事では型枠パネノレの継目

の Ｘｾ 草分点に取り付けたのであって間隔は約 ＲｭＶ で全

部で 129 台である。

C. ジ ャ ッ キ

支持枠にジヤ y キを取付けるのであるがこのジヤ y キ

により型枠全体が作業台，吊足代と共にロ y ドを小刻み

に登って行くのである。当工事に使用したジャァキは登

ト 施 工 計 画 図
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当医式挟みジヤァキ( 関節式引揚機) て‘ ある。このジ ャッ

キは大林組大阪工作所で製作し揚程 6cm 自重 53kg

支持力 4. 5t on で設計したが，試験の結果 8t on 位迄の

支持力がある事が判明した。

筒グラシプ作用が確実で操作に余り力がかからず型枠

を衝撃な しに上昇させる利点があった。

ロツ ドに取り付けるために上下に夫々カウ γ ターウェ

イトの為る締付金具一対があり，上昇の時には上の金具

をゆるめ下の金具を ロ y ドに緊締して，ハシ ドノレを廻し

スピ γ ドノレの揚程が一杯になったら上の金具を締付けて

ハγ ドノレを逆廻転させスピシドノレを戻すのである。

d. ロ‘ y ド

滑動型枠及び支持枠はジャ ッキに よってロ y ドを登掌

上昇するのであって， ロ y ドが型枠全体の荷重を受け持

つのである。

上昇時はさらに型枠と コシグリ{ トの摩嬢力がかかり

其の上に型枠の剛性による余分な力がかかって来る。

ロツドの祭定にはガス管及び鉄筋について調査したが

結局外径 3 5 mm，内径 23m mの肉厚引抜鋼管を採用し

?  

ル。

e. 作 業 台

L180 x  75 x  7 を井桁に組んで、内側上部櫛板にスバ イキ

で固定した。其の上に根太用端太を敷き並べて，厚 2. 4

m mの杉板片面削り相散りを釘打ち張りした。此処で コ

Y !l リー ト打込 ・鉄筋組立 ・ジヤァキ操作を行う。敷板

は型枠幕板天端より 2cm 位上にあるようにした。

f. 吊 足 代

内・外部の吊足代は監督及び壁面仕上げ用として必要

でらる。外部吊足代は支持枠から内部吊足代は井桁から

吊り下けγこ。

g . 測 定 限 備

スライド工法の成功の秘訣は型枠の鉛直及び水平を絶

えず検査する事であって，これを入念に注意する程真直

に上昇する。

型枠の水平及びi骨揚高は蝶ネヂでロァドに取り付けら

れた指示針と支持粋に取り付けられたスケーノレにより 測

定する。

ロ y ドには 20c m毎に 目盛り してあ り，これに指示針

を合せてスケーノレの読みを取ると滑揚前の読みとの差よ

り水平の検照， r骨揚高の測定が出来る。

型枠には点検窓 10c mx 10c mを取り付けて， コγ グ

リ{ トの凝結の程度を知り，その程度に応じて型枠の上

奏速度を加減する事が出来る。

4. 壁 面 仕 上

外部壁面は美観上のことも考慮に入れて，スライドに

より，型枠下部へ露出して来た壁面を直ちに金銭摺りし

面全体を水刷毛引きで仕上げた。

内部壁面は実際の用途を考慮して，面全体が平滑にな

る迄，木録押えをしその上を金銭摺り仕上げの方法を

取った。

この仕上作業は前述した通り内・外部とも吊足代を利

用して，左宮30名を準備し夫々担当区劃! を定めて作業の

万全を期した。

5.  作業情成員

各作業員は 12 時間勤務 2 交代制を採った。

次表の人員明細はー直の所要人員配置であって職員21

人，作業員 291 人，計 312 人の構成人員となっている。

この点に関 しては何等の資料もない最初] の工法の実施

でゐったため，今後十分の検討を要する点である。

( 筆者 KK大林組工事主任〉

人 員 配 置 及 び 指 濁 系 統 表

一

指

令

搭

放

送

係

職

員

人

一

配

録

傍

地 | ミ キ サ ー 係

上 | パ ケ ッ ト

の | ケ ー ブ ル H

部 | 鉄筋ロアド H

78人 l デ リ ツ キ H

監 | 養 生

督 i 砕 氷 ポ ン プ H

2 人 | 材 料 試 験 H

ビの l 監 督

ン | 作 業 員

上 部 | 信 号 係

128人 | ゲ イ ト

監 | ホ ッ パ ー

督 | 鉄 筋 ロ ツ ド

13人 | 仕 上 w

生 | ま

の 1 ):::;

出 | 電

31A  I 衛

貝

工

工

工雑

備

様

相

A

生
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無 窓 か 有 窓 か

般計上の問題

帳この工場の敷地は元海軍白子航空隊の飛行場跡で，白

子市が土地の整地，道路及び排水工事等を受持って工場

誘致をしたもので，広々、とした平地の中やや高台の 50，

000 坪程か らなっている。ここに工場，附属建物及び厚

生施設を含む計約 7，400 坪の 1 プラシトを完成した。計

画は将来の増設計画を含んで進められた。

b先づ繊維工場と しての必須の条件 として要求されたも

のは，恒温恒湿の問題である。製品の品質安定の為でこ

れを如何に経済的に( 建設後の維持費も含めて〉解決す

るかが，この計画の主限点であったといえよう。更に工

業能率の向上から均一照明を ，叉生産コストに関係する

ものと して建物の建築資維持費の低減を要求されたのは

当然である。

さて従来の繊維工場の建物は殆んど北窓鋸屋線型式を

採用しており稀には採光を南窓，南北窓又は天窓に求め

た伊l もある。

ーその主な不利な点を列挙してみると，

1. 窓硝子面からの熱貫流が大きし窓サ y シュ間際

の空気流通が熱損失及び温湿度変化に大きな影響を

及ぼす。叉硝子面の結露は不可避のものとなる。li ! O

ち空気調整に多くの費用を必要とすることになり，

室内を恒温恒湿にする為には絶えず外界の変化に即

応してパルプ，燃料等を刻々調整する繁雑さを必要

とする。又夜間操業停止時の温度変化が大きいから

翌朝操業可能迄に時間がかかることになる。 これ等

のことは取りも直さず温湿度調整に要する経常費が

嵩むことで直接生産コストに影響し，又製品の品質

向上，生産能率に重大な関係を有する。

2.  有窓工場においては均一な照明が得難い。即ち照

度はその時の天候，時聞によって変化し，叉工場内

大 東 紡 績 鈴 鹿 工 場 紡 績 工 場 内 部
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(大東紡績鈴鹿工場の場合〉

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社 名 古 屋 事 務 所

の照度分布もかなり高低があるのは免れ難し、。精紡

仕上工場で細い糸が速い速度で流れるのを見る為に

は一定の Ｈ Ｑ ＵＰｾＲＵＰ L u x) 均一H日度が不可欠となり

これが欠ける時には作業能率，品質安定に影響する

3. 窓面の工費は無罪互に比して割高となり ，又破損，

清帰宅ーに妥ーする維持貨も見る必要がゐるの

ー無窓形式を採用すること之より，上記の様な欠点は解

消したわけであるが，無窓形式には無窓として当然考慮

しなければならない問題があった。

1. 無窓とすることによって昼間も人工照明を必要 と

するの又換気等の設備はより完星雲なことが不可欠の

条件となる。このことは建設費及びその他節減され

た経常貨と考へ合せて採算がとれるかどうか。

2.  外界と隔絶密閉されるために閉所感を抱き，心理

的に作業能率に影響することがないか。

3.  無窓のコ γ グリ ー ト造の工場では騒音度が相当高

くなる事が予想される故その対策 ?

4.  火災時の避難，消火対策及び停童五時等の予備設備

の完備

' これ等の長短の性格を或程度定量的に比較する為に検

討した 9 種類の構造形式を参考の為次頁に掲げる。

夫々の形式の建物工事費，年間建物償却及び金利差，

照明費，床面積平方米当りの熱損失量 (K cal/h. C

O

) 火

災保険料率，スプリ γ F ラー設置箇所等につき検討を試

みたものである。

ここで屋根仕上は波型スレ ー ト葺，アスフアルトノレ ー

フィγ グ，野地板 5 分， 口 :;; tt ウ{ ノレ 1 吋，野地板 5 分

天井は木造板厚 6 分，ベ γ キ仕上，但しコ γ グリ ー ト版

使用のものはロシタウ { ノレの代りにスラプ下面オォ { ム

グラス厚 1 吋貼 とする。又工事貨の比較は柱間 3. 3
K

x

8K につき算定した坪当りの 'l: 'I 用とし，積算には屋根，

天井及び柱についてのみ計算し，壁，床，基礎，及

び各案に同等と考えられる部分は除外した。

ー以上を綜合して E のシヤ{ レン構造を採用する事

になった。 A は建築資は最も安いが耐火構造でない

ので火災保険関係の等級は 1 級A となり ，又スプリ

γ ダラ ーを設置する場合は屋板下面と天井面の二重

となり，綜合的には E の方が有利となる。

かくして出来上った構造は梁間方向 12m， 桁行

14. 4 m のスバ γ に半径 8 m半開角 42

0

の連続並列

シャ ーレ
γ でスラブ厚は頂部から仰角 35

0

を 10c m

とし徐々に厚さを増して裾部を 30c mとした。屋根

はこの上に東を立て三角形の木造波型スレ ー ト葺の

置屋根 とした。 ・これは問題となったのであるが当時



表

上記照明ｾ内 ｉｒ

1 日 ノ 作 業 時 間

8 h  16h 24:1 

無 電 力 費 | 悶 I 1，ω I  1，668 

1 球 取 償 費 I 254 I  剛 |  加

|五福元正|一つ; - 1 400 I一つJ 一|

窓 針 I 1，210 I  2，022 I  2，831 

有 電 力 資 I 0  悶 I 1，113 

| 球 取 轡 !I' o !  254 I  切 9

|  償却費及金利 I  400 I  4∞ I  400 

窓| 計 I 400 I 山 o 1  2，0し

照 明 費 差 引 「つ10 I つ-12 - 1 -つ; 7

シャ ーレγ 構造に対する防水に自信がなかったこと ，施

工に使用する型枠をシヤ{ レ γ 完成後野地板に使用出来

を事等から雨仕舞に確実で経済的な波形スレ { ト葺を採

用したのである。これは更に照明及びスプリシ ダラー用

配管等が置屋根と版との懐内に露出で簡単に納められる

ことにもなった。折角の景観を援すに忍びなかったが，

当時大事をとったことは，その後のシヤ { レγ 構造の雨

洩りの報告を閲く度に杷憂でなかったことを喜ぶもので

ある。

ー次に騒音防止の対策であるが，特に本工場がコシグリ

{ トの連続円筒形シ ヤ{ レ γ でE つ天井高 も比較的低い

為設計当初から考慮がはらわれた。結局一般部分に対し

ては天井の中央に換気ダグ トを走らせその周囲に木毛セ

メγ ト板をはって不利な形体を補う事にした。特に騒音

度の高い統毛工場のギノレの為る部分の天井には全面に木

毛セメ γ ト板も貼りつけた。騒音度を測定した結果によ

れば 80 ホ γ 未満の所が広汎にあり，同じ条件で吸音材

を使用してない木造銘歯状屋根をもっ紡績工場( 大東紡

織名古屋工場) の騒音度と比較して相当静かであった。

叉距離に よる騒音度の低減する割合即ち騒音度勾配をと

った結果からも吸音材の扱い方が有効であることが分っ

た。同 じ性能の機械にもその発生騒音に相当の高低があ

る。如何に優秀な吸音材料を駆使しても一次的な発生騒

音を消す事は出来ないのであるから作業能率の向上の為

にも騒音低減への機械改良が強く要望される次第である

施 工 に つ い て

ー当時この種の大規模なシャ ーレシの施工は他に例が少

なかったので，施工に当って工法及び檎造の安全性を検

討する為早稲田大学内藤多仲教授，谷資信助教授の御指

辺を得て実物大の並列 3 スバ γ の試験体 ( 後7こ製品倉庫

とすj によってコ γ グリ{ ト打込時，仮枠除去時，荷重

載荷時 ( 水平，鉛直) 等の場合についてシ ャーレ γ の援

みを詳細に測定して慎重を期した。施工の立場から仮粋

の問題，コ γ グリ { トの施工の問題，労務管恕の問題等

を研究し得たことは爾後の本工事施工に関する質重な資

料となったのである 。

s.  サポート及び仮枠

曲面構造においては構造体が予定の形に完成すること

が必要である為サポ ー ト及び仮枠は特に慎重に考慮した

沈下を防ぎ曲面の位置を設定する為先づ土間コ ! /tI リ{

トを打ちサポ ー トを立て各パタの高 さをレ ベノレでチェ y

グした。サポ ー トは柱を 3 尺 x 4 尺に配置し水平には検

緊ぎを 3 箇所一列置に筋違を設けた。仮枠板は巾 5 す厚

さ4 分の板を相決りとし曲面にそった桟の上に直線方向

に並べた。試験体には勾配の急な裾部に二重仮枠を用い

たがスラ γ 7・1 2 c m- 14cm のコ γ グリ ー トでは上部の

仮枠なしで施工出来る事が分ったので木工事にはこれを

用いないことにした。又鋸の方からコ γ グリ ー トを打上

げる為，仮枠の中央部が浮上がることを考慮して各部を

総 をもって緊結した。猶試験結果からコ γ タリ { ト打込

時における変形は打込みの コシグリ ー ト重量に比例した
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d. 委主主

養生は全面廷を使用した。炎天下のこととて打込後 7

臼間は散水したが，それでも小さな収縮タラ ック を散見

した。

e. 保 温

γ ーチ梁上部をも当然保温材で包むべきであった。 見

ラブとの境に冷橋が生じ，内部に結露が生じたことは一

考を要する。結果的な保温効果としては

イ， i . 温度降下は無窓対鋸屋根の比が約 1 :  2  

ロ，熱損失は /1  /1  約 1 : 3  

とし、う調査結果が得られている。

以上は設計及び施工上問題になった点の概要である。

工場の完成後失々の専門家に委嘱 して次の様な試験調査

を行ったのであるがそ の詳細については学会の研究報告

(31号) もあること であるし，こ こには割愛するこ とに

する。

1  室内照度調査

室内温度測定

室内騒音度調査

iE湿度調整と塵挨細菌主主の他環境衛生について

の調査

これらの測定結果によ り設備に多少の変更を加えたもの

もあったが，その他は 当初 の計画の妥当であっ た事 を証

明する結果となったこと は幸いであった。

(文武

n

4

q

o

d

A宅

局部的な沈下であ ること が分った。仮枠の取はづ しは試

験結果か ら梁下部は コソタリ ー ト打込後21 日，ス ラブ下

は10日とした。除去に当って仮枠 がア ーチ状をなしてい

る為サポ ー トも大部分除去 しても板及び穫は支持され て

おり衝撃を与える と一時に大面積が落上した。除去に際

しては今後保安上からも検討を要する。

b. 配 管

円筒形シャ ー レγ においては モー メγ トの反曲点がア

ーチ方向 にお いて四箇所生じ且つその位置を厳* に規定

すること が境界条件の仮定等か ら困難の為，鉄筋を コγ

グリ ー トの中央に正 しく配置するこ とが強度上必要であ

った。 Z ラブ上部木造小屋の土台締付用ア γ カーボノレト

付プ ロ ::; tI をも っ て 1 ラプ厚定規 と鉄筋の受けを兼ね さ

せたが効果的 で‘ あった。 プロ ::; tI の数は出来 るだけ 多い

方が望ましいようである 。

C.  コンクリート

試験結果によってコ γ タリー トは左右均等に裾から頂

部へと 打上げるよ うにした。打継に関しては シャ ーレγ

の計算条件に 出来るだけ近づける為プ ーチ梁及び桁梁 の

際で打継ぐ事にした。

コγ F リー トの調合

スラγ プ 12 - 14c m 

セ メγ ト水比 0. 58 (骨材の水分は含まない〉

調合 1  :  2. 6:  3. 2 

3 週強度 254kg/  c m 2- 213kg/  c m ｾ＠ 高 田〕

コ

ン

ク

リ

ー

ト

打

直

後

の

状

況

枕

毛

工

場

鉄

骨

架

構

無 窓 工 場 建 家 綴 要

主体 鉄骨鉄筋コン f リート造円筒形連続ν ャ

ーレン

屋 線 波形ス ν ート苛，下地アス 7 7 )レトルー

フイン Y 袋詰り . ｾｦ 地板 Ｕ 分コンクリ

ートシャ ーレン上ロックウ ール1 吋板

貼り及アスフアルト ルーフイング貼り

天井 紡績工場はコンクリ ート打放し 白 t

I  " ント欧付け，エヤーダクト 木毛板包 !  

| 外壁みコンクリ ート 打 放 し 色 … 吹 |

付け内装コンクリ ートの内側に空気層，

木毛板，11- 8 分，板 5 分アスフアルトフェ

ルト，ラヌ貼，プラスタ蛍但し腰はモ

ルタ ル塗，ペンキ仕上

床 サクラフロ ーリング貼り

設 備 温 混 度 R笠装置

|  げ……リｾ ，，;;…ンげ川ク円ラ 一州

鐙光灯' 拡声機. 電話及給排本浄化装置
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建 築 工 .事 と 生 産 性 向 上 運 動

' 五i 近，否国では，生産性lil J上の: i i l l 勤がやかましくいわ

れるようになってきた。そして昭和初年頃の合理化運動

の11与と努第たるものがある 。一般産業界では，この運動

の研究に乗り出し，一部では実際に取り入れているとこ

ろもある 。本年の三月には西欧なみに，日本生産性本部

が結成された。始め労働陣営の総評などが真正面から反

対しておったため，悲観的に見られておったが，労働総

同盟がE 式に参加したために光明を見，この運動の発展

が期待されるようになってきた。

その主旨位 1・で，前半は合理化運動と変らないが，後

半で一般民衆の生活水準の向上と社会奉仕を目的とする

ところが異っている 。

' 一方，去る七月には，米国産業界から若名な生産会社

の社長，専務2与が諮師として来日し，吾国の産業人や経

済人にその内容並に実施面の効果について説明j されたこ

とが紙上に報ぜられている 。向最近では吾国の実業界の

面々には研究団を組織して，この運動に関する米国の実

際面を視察研究に行くことに決定したと報ぜられている

吾々の土建業界でもこの運動の重要性を感じ，十数人の

研究班を組織して渡米することになったことは，業界の

向上発展のために誠に慶貸すべきことであると思う 。

' 今から約半世紀前に米国ではテーラーとその一団が科

学的経信法の運動を提起して，生産技術の向上発展に努

力したために，産業の各方面，特に製造技術に於て著し

い進歩発達を見た。丁度その折，へ γ リー・ フォ ー ドの

創始した工場では，機械設備を主とする流れ作業の方式

が格段の効果を挙げたために，この作業の方式があらゆ

る産業に利用されるようになったっ同時に，所によって

は能率地進運動というのに変って来た。そして産業ばか

りでなく，生活上の問題にまでこの運動が進出したこと

は 己に多く の人々の知っているところである。西欧で

は，この運動をその産業へ取り入れたのは，第一次大戦

の直後からであったc 特に独逸で・は合理化と称して，各

方面にその主旨を喧伝もし，又実務fこも取り入れ，多大

の効絞を残した。吾国でも，昭和の始めからこの合理化

運動がよく研究され又実際に取れて今日に及んでいる o

' しかし，これまでの合理化運動は材料資材等の対称及

機械設備ーによる能率増進を主としておって，人間関係の

方面では未だ徹底されていない憾みがあった。人間の機

械的又は知的方面からの研究は相当に進んでおったが，

人間尊重とという基本的な問題，人間性に関する面，特

に感情面に関するもの，又は人間社会に関する研究，特

j度 圭
五
ロ

に社会性に| 刻するものが未だ奥深くまで進められていな

かった。 しかるに米国では十数年来この方面の研究が著

しく進んでいるし且つ実際にも取入れその効績も相当

に挙げている 。そして生産性向上と しづ名前でこれらの

問題の解決に努力している。今日まで，その研究の先駆

者とも称、せらるべきものは，エノレト γ ・メーヨーとその

一派であるシカプ学派にリスレス ・パーガ{ と その一派

のハ ーパー ド学派である。しかし，今 日では米国の産業

界でも，その理論と実証の正しさを知って直ちに実務に

取り入れて実績を挙げてしる。同時に人間尊重の問題を

無視しては特に重要視される米国では，如何なる産業で

も成立しないこと，社会奉仕は産業成立の要因であるこ

とが，社会科学の発達とともに判然と究明され たからで

ある 。

' 建築技術ー特に施工技術ーにもこの人間関係特に人間

性の問題，その職業の社会ー特にその社会性の研究が重

要であることは今更ら，喋々するまでもないことである

工事の笑際にタ ァチして，出来上った仕事について，そ

の結果を目のあたり見て来た人で，少しでもその因果関

係を思索した人であったら，だれでも気付くことで，今

更ら，米国人に教わるまでもなく，吾々建築に関係する

人々の諸関係単にその社会の社会性，等を研究して科学

的な結論を得て実務に取り入れ，技術の向上発展に努め

なければならないことになるは当然の成行である。

f J : 派な大きい建築物を得るには立派な設計・者を得なけ

ればならなし、。立派な品質のものを得るには技能の勝れ

た職人一技術者ーを得なければならない。 よい職人はよ

し世話役の下でなければ働けなし、。 よレ世話役はよい下

訪業の下でないと育たない。叉職人や世話役のよい勝れ

たものが得られたとしても，現場で指図したり ，他種作

業の整調に当る工事現場の主任とその係員が勝れた技術

をもつもので，且つ立派な人格者でないと ，立派な建築

物が得られなしことは誰れでも知っていることである。

しかも，かく人的要素が整っている ところでは損をした

例のないことも凡ての人が知っている。しかるに，かか

る見易すい道理が何故実際には採用されないのか。又か

かる人々を得るように努力しないのか。直ぐに得られな

いならば，その養成に努力しないのかという疑問が起る

これに対する解答としては次の答はその一部に答えるも

のである。

ー吾国では，そこまでの技術が発達していなし、。吾国の

業者の多くは，安易に出来るだけ多くの 「儲け」を得よ
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うとしていることが多い。そして品質の低下に対しては

あまりに気に しないところがある。

叉，吾国の業者は技能者の市場調査ということにあま

り，注意を払っていない。その上， 下方とは封建的関係

が多分に存在するために， この工事に対して不適当と感

ずる場合でも兼ねてから出入している下方に工事をさせ

ることが多い。

普通の業者ではその出入の下請業者から見積をとって

その最低に工事をさ せることが多い。叉そうでないとし

ても，その仕事に心から協力させるような言葉や態度で

決めてやることが少く，決めてやっても寧ろ怒らして不

平と不満とで仕事を引受けていることが多いように見う

けられる。その下請の人間性にもよるだろうが，熱意を

もって工事に取り掛り ，その技備を誇示しようとする態

度を見ることは偶にしかなし、。

もっと，もっと ，人間関係の諸問題，特に現場に出る

人々の人間関係，労務者との諸関係を研究して，現場に

いる凡ての人が心から工事に協力させるようにしなけれ

ば，今後の建築施工技術の向上発展は望まれないと思う

' 工事現場で，最も大切なことは「和」ということであ

る。和を得るにはその現場が一定方針の下に統ーされて

いなければならなし、。そしてこの統一の下に各人が充分

に活動し得るようになっていなければならなし、。その上

この統ーと活動の状態が一定の期間持続されるようにさ

れていなければならない。

かかる状態にあら l めるためには，その現場の構成に

当って，その現場に困難が起らないで，順調に工事を進

捗し得るような構造をもたせなければならない。それに

は次の三つの人間関係の問題が最も大切となって来るの

である。

静第ーは適応の問題である。例えば，その現場には果し

てその現場の作業に適応、したものが配属されているが，

適応というのはたんに知能的，技術的方面ばかりでない

その人の性格や感覚等もその現場に適応したものでなけ

ればならなし、。叉現場というのは建物や敷地のみを指す

のではなし、。工事現場としづ構成体を指すので，それに

関関する人々 ，又は，それらの人々の社会感情までも含

めてで為る。

' 次には，人間関係の均衡ということである。工事と人

の均衡，現場主任と係員又は世話役と諸方等々である。

例えば大きな銀行等の工事で市内の立派な場所に出来る

ものであったら，それ相当の立派な人物で腕の立つ人で

なければならない。テキ屋や博徒の横行する場末に建つ

場合の主任とは自ら異るものでなければならなし、。叉現

場には主任の統制jが完全に行われる配属でなければなら

ない。年齢や知能，性格等の上から考えて均衡のとれた

配置構造でなければ， この人間関係の問題が順調に解決

されない。
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' 次には，相云理解 という ことが大切であるう現場にい

る凡ての人が相互に理解していれば問題が起らない。

「トラブノレ」の起る のは理解さ れていないからであるつ

理解は相互間の意志の疎通を言| ることが肝要である。即

ち上から下え，或は同僚閣で，或は下から上えの意向伝

達が滑かに行くような構造や制度 としなければならな い

のである。

b吾園建築業界の現状として，その工事に適応しない下

請に工事をきしたために，拙い仕事となったのは幾らで

も指摘することが出来る勺均衡のとれていない配属のた

めに現場が不和が断えないもの，多くの下請の中で唯の

一つが社会的均衡のとれないものを入れたため，他の下

請全般が因っていることなどは時々見受けられる。又意

向伝達のよく行っていないことは驚くべき程度である。

工事現場では，主任始め係員が責任を以て工事を遂行

しようとしているに，その本社の制度が責任の所在主明

かにしていないようなものであるために，工事の出来具

合に対して 「投げやり J であったり，父経理面に対して

気付けないでいることが往々見られる の吾国では官僚制

彦が民間7こまで診透しているためか，なわ張りや責任転

嫁の行為も屡々見られる 。

' 四 ・五年前に米国で自動車のフォ ード工場でその再生

更新のためにとられた改築などは吾々としても見倣わな

ければならぬことであると F う。又，吾国での近江絹糸

事件などは，少しも人間関係のことを研究しなかったの

みならず，実務にあっても，更らに人間感情を無視した

ところに大きな損害を象ったものと思う。

単一行為を繰返すことは，能率研究者には能率を挙げ

るための方法であったが，その担当の仕事に巾をもたせ

ることも能率をあげる方法であることが判っている 。そ

れで仮粋係，鉄筋係，鉄骨係，コ y p リ{ ト係として長

年に豆り閉じ仕事をやら せることは当を得たものでな い

ことが半IJ った。イ也の製造工場ではあるが最近この方式を

改めて却って能率を上げているのが度々報告せられてい

る。

静米国で唱導されているトァプ ・マネ ーヂメ γ トとし、う

のは，会社の最高幹部の高等経営改築とも称すべきもの

で，先般の研究会でも ， この人間関係の研究を経蛍函に

取入れることであることが判った。叉， T . W. lと し、うの

は職場訓練又は現場訓練とも訳されているが，口先や紙

上で講義するのではなく，その職場の個人 ・個人に対し

て，その個人の人間性一性格や感覚又は能力ーを考慮、し

つつ，その人にその職場で必要な技能や技術を教授する

と同時に訓練して， もっと能率の高い人間とする方法な

のである 。かくいうても従来の方法を全部捨て去るとい

うのではない。場合によっては従来の通り，一つの団体

として訓辞することもみるし，訓練することもある。 た

だその団体の社会性や社会感情を常に考慮に入れて実施



するのである n 又中間幹部の経例研究会というようなも

のも多くなったようである n 以上は吾国でも一部では既

に採用され且つ実行に移されているわ

' 翻って，建築業界の現状を見るに，今 日では既に戦前

の技術水準には快復したη 一部は戦前を越えている部分

もある。しかも ，生産性向上の最後の口擦としている労

務質銀の噌加という点では未だ出来ない相談の よ うにな

っている 。益々 白銀の切下け' が' ! f ; J えされる n これも工事

政の低下を企図するためには止むを得ないことではある

が，手間の切り下げには能率を上げるようなプj 法を談じ

てからでなければならぬと思う n 多くのj 走者は下請にど

んな機械や器具を{ ! t mすれば，更らに能E与をJ げること

が出来るか。職人に何んな訪1 ¥紋をすればもっと安価に出

米るかの方策やHt. 去を教えたことを聞いたことがなし、今

もっともっと，配下の下山業者を訓 ｾｬ したり ， 指導して

もっと能率のよる立派な職人をつくることに努力しない

のか。職人を指滋訓練しでも，何時他に行ってしまうか

も判らなし、のそんな人身をt I Ti詳し訓練しても仕方がない

という だろう 。 これにはその職業組合が指導に当り，綜

合3走者や官公庁が媛日IJ してかかる訓練を施すのが至当で

あるとも考えられることもある内

' オつが建築業界で・は，他の製造r . 場その他? こ見られるよ

うな労使の対立ーストライキーのあることは聞かないが

筒始終紛争は見られる η もっと建築界でも経済事情が深

刻になると ，何時，これらの対なが激しくなるかが保証

の限りでないと思う 。今日から，その対策，いや協調す

る方策を考えて，未然にストライキ勺の紛争を防止する

ことが肝腎で、はないだろうか ? の

米国のエス ・チエイスは， rこれまでの人類は同胞で

ある。で，相互にやさしい感情をもたなければならな

いυ 働 くものには十分な報酬を与えなければならないた

どのことを言 うて見ただけてーは仕様がなし、。凡てわ人 々

が自ら進んで協調するために，集団の構造を更新し，且

つ協調を促進する態勢をつく εなければならなし り とい

うているのは，正しい時機を得た言主主であると思う 。尚

「人類の歴史を通してこのこ大課題である自然と ('1' をよ

くすること 。ーすなわち，自然の研究ー並に人間仲間と

親しくすることーすなわち，人間研究又は社会科学の研

柑

柑

酔

町

第

一

五

豆

一

六

号

製

造

販

売

器風通

ヨ

式

日

光

司

気

ｅ 同ｉｴ ｭｩｬ 哩ｾｾ匹 ｣ｲ ... ・

3  ，、大阪市西区江戸堀下通 2 ノ 17

重33E益 田辺工業株式会社

十 電話土佐堀@7 4 3 7 - 9

究ーとの仕事を行う用意は出来た ことになる。特に人倒

関係の科学は次第に重要性を増して米つつあ る。毎年毎

年寄 々の知識の庫 Jこは新らしい知識が貯え られ ておるつ

その発展の早さはウ 4 リアム ・オタパ ーシの いってし る

通り等比級数的である 」 との

' 米国の生産性の問題を研究部査の ために派遣された英

同の A A C P 団の報告には次のことが記載されて いる。

(1) 米国の高い生産性には特別の掛密は存在しないう

(2) その'背後にある原理と実践は，すでに知りつくさ

れたものであるが，た だ，より旨く遂行されている

(3;  これらは経営，労働，設備がよければ，他のどん

な国で，米国同線，生産的に遂行され得るものであ

るつ

(4) 生産性の問題の核心は，この経営，労働， 設備の

「よさ」をいかにして箆得するかということに問題

がある 。

米国民の生産に対する意欲の旺盛なことなどは判然と

認めているしその原因はかれらの社会選境又は国情に

もよるとしているが，一方経営・に関する研究の方向が心

理工学ーサイコロジカノレ ・エ Y ヂニヤリ Y グーとも Ig'.ぶ

べき } J 向に進んでしることを否定してはいない。

以上は建築技術，特に施工技術の向発展のために大い

に参考とすべきところではないかと考えられる 。

註 1. 1927年ジクネ ープの国際会議で決定した合J 'll 化

の思議一合l ' ll{ ヒと( ' 1 努力の無駄スは材料の無駄を最小

にするために仕組まれた技術上及び組織上の Ji il をぷ

l沫するもので，その中にはジj 働の科学的組織 ，材料並

陀ｾ三 ＡＧＢ Ｈ［Ｎ品の ｴ Ｚｩ準化 ， 過程の単純化 ， 並に運輸及び 阪 光

伽l ! 交の改 E. をも包含するものである 内

今春三月に結成された日本生産性本部の主主忠告には

資原，人力，設備の有効かつ科学的活用によって生産

コストを引下げ，もって市場の拡大，雇用の増大，ｾ

賃貸銀と生P7i 水準の向上をはかり，労使と一般消費者

の共間の手1 ] 径を噌進せんとするものである 。

昭和3 0年 8 月24 日

( 筆者 渡部建築設計事務所 長々)
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建 築 写 真

タ イ ラ ホ ト

多 比 良 敏 雄

大阪市福島区上福島 中 2 の2 9 電話福島 ( 45) 7524
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工 場 名
旭 東 電 気 株 式 会 社 右

工 場 名
泉 光 紡 績 株 式 会 社 上

業 事1 電 気 計 骨 骨 機

1< 積 毛布，原糸製造業

所 在 地 大阪市畑区新緑小路南 4 丁目

設 青l 和五i 建築事務所

設 計 i民間l l ! 築事務所

』立

!:l 

泉大津市西港町 128
LIJ.. 

施 エ 木 村 工 務 応

強物概聖 建司 Ｒ 印 ＱＶ Ｑ ＡＴＧ平通 ｈｬｬｊｻｾｲ 外Ａｩｾ晶 ｩＱＡｾ り

敷 地 585. 8反F

従 業 貝
1  9 人

強 世阜 325. 5];平

当産内容 原料を大型'i i: fl スは尚社より{ 上人れ各組

木 造 平 家 組 廊 下 ー 部 鉄 骨 架 情

機械にかけて仕上げる。

仕 上 屋線 t s ント瓦普 天井テアタス張

従 業 貝 約 100人

生産内容 'J 、工只をI l l ! 用 L ，組立仕上をなす。

工 場 名 平 和 金 網 株 式 会 社 下

業 秘 金 網 製 造 業

イ立 ｾ＠ 布' " 市上小坂716.7) 6  

ｬｬＡ牧叙ｾ 姥 ＱＴＳＲＮＵ 主ｾ，平家主 ｮｾ 、 ｴＱ

セj ント瓦 if 外部モ J レ7' 1レrt

従 業 只 1  5 人

生産内容 原料( 針金) を j ーカーより購入し

て各担造機にて仕上げ大阪市内ｼ吋ｾｪ，ｾ

へ送る

工 場 名 村 木 製 肥 所 上

業 種 骨粉及c . ; : 油脂製造業

位 置 大阪市西成区中 11司2 - 4

述物慨' l ! f ＡｬＡ ｬｩ ｲＮ ＴＸ ・ ｾ，平￭ｩＨｩＮｬＡ，木造

エi品 名 株 式 会 社 福 島 セ ル ロ イ ド 上

工業所

ｾ＠ 積 造 IE. 儲理主; ; ' i l !

セj ント瓦苛外壁仮殺り

位 !!:i 大阪府1W節 rlj 良企 3 J i  184 

設 計 柿迫建築事務所路工. / ' ; . 宮本μ -

ｾ物概要 ｩＮｬＡ坪 ＱＴＶＮＹＴ Ｇ 弔延九ｾ 160. 06，，" 

従 業 只 1  3 人

生産内容 原料を大阪府下各食肉小売庖より仕

従 業 H 6 0 名

入 L . 各被被械により骨粉! K - ，角扮

'J:.Im内容 i医科ビニール ・セル U イド等を{ l ぶベ

ithnli 等製造する。

- 1 7 イト及び大日本セルロイドより

仕入れ，各強倹械により jfil E. ｦ 首ＧＱｻＺ ｾ士

逃心。



シ ャ レ ー の 常 識 - 主 と し て 経 済 性 の 問 題 に つ い てー

横 尾 義 賓 ド 隅 谷 一 郎料 日置興一郎判事

構造研覧会 (K .K .K .)

木 田 幸 夫事料水 北 村 惨事仲判 長 田 正 雄山 川

静 経 済 性 の 追 求

A  シヤ{ レのむづかしい計算法の話とか，見た目に美

しいかどうかと L 、う問題は別にして，シャーレ一般につ

いての話を，特に経済性という点に重点を置いて進めて

いきたいと患います。

B シャ ーレの経済性について，アメリカの Whi t ney

という人は， MI T の音楽室のような単独のシャ ーレは

経済的に余り有利でないが，繰返しのあるものは有利で

みるといっている。

経済性という事を考える場合，所要材料と施工の両面

乞考えなくてはならなL 、。材料が少くてすむことは単独

シャ ーレ でも繰返しのあるシャ ーレ でも問機であるが，

施工の面では両者に大きな差が生じてくる。すなわち仮

仮設，型枠は繰返し使用によって，より安くなるし ，労

力も計画的繰返しによってより経済的になる 。結局経済

的なシャ ーレを求める場合繰返しのあるシャーレを選ば

ねばならない。

C 今，シャ ーレは所要資材が少くてすむという話がで

ましたが，大体坪当りどの位でできゐがっているか，日

本の例を調べてみますと次の表の通りです。

シャー レの鐸当 り鉄筋 ・コン クリー ト量

シ リγ ダーシャ { レ

I  I  I 西新宿サ

， I三 井 倉 庫 1東洋紡捕倉庫i倉 レ岡山倉庫iECョグ

L 建 坪 I 9岬 | 四 坪 | 悶 坪 | 口0坪

ー11 1竺 一|軸 部I 0178 I  0. 233 ， 0. 117 ， 0. 129 

(  I合 計 I 0 捌 I 0 制 I 0. 186 I  0. 2∞ 

鉄 |けーレ部I ｏＮｏｾｐｬ＠ odF| 。ぷ坪| 。ぷ母

筋 |軸 節 I 0. 071 I  0. 114  I  0. 045 I  0. 042 

ー 京 都 大 学 教 授 料 大 林 組 工 務 部

地 収 大 阪 市 大 講 師 料 日 大 林 組 設 計 部

材肴恥倉敷レイョ γ 営繕部 料料料 大阪建築事務所

ド{ ム

丙占U 点 民 館 川 | 鶴 見 倉 陣 |川 倉 ν明尾胸崎浴脳室 |  

建 勾 | 問 晦 |  抑 晦 I  2お侃町6ι引.7鐸 |  

;1rrl[じr仁け作…一ヤ←い一→叫ν軸 都 I 0 別 |  一 |  

合 針 I 0 捌 |  一 I  0 別 |  

鉄 |ν川ヤ←- レ岬部I 0. 126 明 I  0. 073  tげ/岬坪 0 附 tν/岬坪

! 軸部 I 0. 114 I  一 0 ω蜘 o I  

筋 | 合 針 I 0 制 |  一 I  0. 116 I  

この表からわかるように，シリ γ ダーシャーレでは 1

坪当りコ Y !l リート約 0. 07立坪，鉄筋 0. 05- 0. 06
1

で

シヤ { レ部が出来ていることがわかります。これは普通

の鉄筋コ
γ

グリ ート 造に比べて非常に少い数I直です。

叉球殻では，直径が大きくなる程，坪当りのコ γ F リ

ート 及び鉄筋の所要量は多くなるようで、す。

A 鉄筋コ
γ

グリー トシャ ーレと鉄骨造とを比較したら

どうでしょう 。

。 鉄骨と鉄筋コ
γ

グリー トという異ったものを比べる

ことは非常7こむづかしいが坪当りの建築資は余り変らな

いようです。少しシャレーの方が安いでし ょ う。 しかし

火災保険料が鉄筋コ
γ グリー トシャ ーレの場合， うんと

安くなるのでその点では有利ですn

A 実例について，実際の建設貨はどれ位でしょうか。

C 建物個々によって，条件が違うので一概に申せ ませ

んが，ある工場の倉庫では約 37，000円/ 坪，叉今建設中

の倉レ岡山工場の倉庫では約 35，000円/ J刑立です。もつ

と高くかかったものもありますがう

A 普通の鉄筋コ y t; リート 造と比べると，シャーレは

常に有利でしょうか。

E 常に有利であるかどうかは問題です。大体 8 mx 6 m

位迄のスバシだと普通の鉄筋 コγ F リー ト造の方が有利

ぢや為無いかと豆、います。大体デザイナ ーと 称する人達

は，シャーレの 目新しさに若かれて，どんな所へでもシ
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ャー レを使いたがり過ぎるので、はないか。 シャ ー レは大

きいスパ γ の所に往や壁のような支持物無しで，ヨEけ渡

す場合は経済的にもさ程有利でないと思う 。特に外観の

みシャ ー レの如くして，その実トラスをかけているの等

は，考え直す必要があると思う 。

A 短いスメシに架ける時シャ ーレが不利ではないかと

いう話が出ましたが，今日本で実施されているような版

厚 10cm程度の比較的厚いシャーレでは，そういう事が

いえるかも知れないが，パキユ { ムコ! / ? 7リ { ト を使っ

た極度に薄いシ〉 ー レは，住宅等の短スパ γ に用いても

有利でらる。シヤ{ レを普通の鉄筋コ γ グリートと同様

な施工法で作るから，小さいスメ γ に架けた場合不利に

なるのです。シャーレの特色を生かした極度に薄いシャ

ー レでは，全然別です。

D 版を薄くする話が出ま したが， 版を薄くする事は，

今迄作られたような比較的厚い( といっても版厚 10cm

位の〉シャーレに於ても必要だと思います。だが実際に

施工する 場合鉄筋のカプリ等の問題があって，版厚6cm

位が最低でしょう，又版を薄くすると何となく心細くな

って，知らず知らずの中に，版を厚くするのではないで

しょうか。

F 版を厚くすると安全だと思っている人がいるが，こ

れは間違いだ。版を厚くすることは，シャ ーレの荷重の

中で最も重要な荷重である自重を増す事であり，従って

シリ ν ダ、{ シヤ { レの場合，引張側の応力を増し結局危

険になる 。大体シリ γ ダーシャーレの場合，コ γ タリー

トの圧縮よりは，引張側鉄筋が問題となる場合の方が多

いから，版を厚くし自重を増すことは不利である 。但し

防水，熱i虚断という問題は別です。

D 版を薄くするということは建物の軽量化にも貢献し

柱及び基礎も小さくてすむとし、う間接的な利点もあるわ

けです。

A 版厚を薄くするためには，どうしたらよいかについ

て考えてみましょうか。

E 先づ，鉄筋の径の小さいものを使う事が必要でしょ

う。鋼メ ァシユを使うのも良いと思う 。アメリカのシ ャ

ーレでは殆んど鋼メ y シユを使っているようです。 アメ

リカのように色々の種類の鋼メ ッシユが市販されていれ

ば良いのですが，日本ではまだ余り市場に出ていないよ

うです。

D 丸鋼の代りに平鍋を使うことも考えられます。又鉄

筋を 2 段以上重ねないように設計する事も必要です。鉄

筋のヂョイ γ トを熔接することは臼本でも一般に行われ

ているようです。

F  シヤ{ レにはシャーレとしての特別な施工法が必要

となってきます。現在日本では普通鉄筋コ γ F リート工

事と問機な方式で‘ やっていますが，それがシヤ{ レの施

工に最良であるか，疑わしい。

部

E  シヤ { レの施工法についてはもっと研究していく必

要があります。 シャ ー レは資材が少くてすむのですから

更に施工が簡単になれば，益々経済的に有利な構造とな

るでしょう 。従来の工法を使ってシャ ー レを作るのでは

飛躍的な進展は望めなし、。

A 設計のやり方によって，所要材料も相当変るのでは

ないですか。

E 例えばシリ ν グ{ シャ ー レの場合，半径とスバシと

の釣合関係によって差異がでて来る 。両者が良く釣合っ

ている時は材料も少くてすむが，釣合いの取れていない

形を押しつけられる場合には困る 。

C シヤ { レはその形によって強さが出るのであるから

最初にどんな形にするかをきめる事が大切だ。大体釣合

いのとれた形になっておれば，設計の操作による差は殆

んどないと思う。それは前の表を見てもわかる事である

砂 型 枠 の 問 題

A 次にシャ ー レの建設費に一番大きな影響を持つ型枠

の問題について考えましょう 。

C ア〆リカでは大きな円筒シエノレの型枠製作に要する

コストは， スバ γ 250- 300f t で l ft
2

当り 4，∞ドノレ

(52，000円/ 坪〕から 6 ドノレ (78，000円/ 坪〉の問であると

いわれ，平均 6 回型枠を繰り返し使うと仮定しても f t
2

当り 67セ γ ト(8，700円/ 坪〉が必要であるといわれてい

ますが，日本ではどうでしょうか。大体桁が一つ違うよ

うですが。

F シヤ{ レの型枠も普通の型枠と余り 変 らないので、は

ないですか。

D そんな事はありますまい。

F 勿論， 普通の型枠よりは高く な りますが，円弧の部

分もバネノレを使って施工した例があります。そうすれば

型枠貨は普通の型枠と大差無いようです。

D 円弧の部分に直線のバネ ノレを使 うと，厚さの差がど

うしても2 - 3c m位出る 。特に厚さを薄 くする場合は，

そういう型枠は使えないと患います。結局パ ラ板を使わ

ねばならなくなります。又丸い型枠を作るには所謂櫛型

を用いねばならないので， シヤ { レの型枠賀は， 普通の

型枠より 高 くなるようです。 しかしシリ γ 〆ーシ ヤ{ レ

の場合，樫木を適当に配置すれば，櫛型 を使わなくても

できますので， γ 般に考えられている程， 型枠の費用は

高くなりません。

ポスト類も仮設計画をうま く考 えていけば殆んど無駄

無くやれる 。例えば松山の県民館の場合，一定の高 さの

所迄は市場品のポス トを使い. それから上のみを切り 使

いとしたので殆んどのポストは叉他の工事に転用できた

足代板，プレーシ γ グは普通のコシ グ リ{ ト工事と大差

ありません。

A 何れにしろ，型枠を 1 つ作って，これを移動し，繰

り返し使用することは，あらゆる場合に有利でしょう 。



C 一つの型枠を繰り返 し利用する移動型枠は工授の点

からも，工期の点からも有利と思われます。 しかるに日

本において，まだその実例が殆んど無いのは不思議です

ね。

D 今度，倉レ岡山の倉庫に移動型枠を使う計画をして

いますが，細かい点で色々むづかしい事がある 。そのー

っとして型枠の剥離剤の良いのがみつからなし、。移動型

枠の場合，型枠そのものの重量でコ γ F リー トから剥離

しなければ工事がスム ースに進まない。又型枠を繰り返

し使用するので，莫大なケレ γ を必要と するようでは図

る 。 その上コ γ グリートに接する木部が生コ ｾＡｬ リート

及び水で変化しでもまずい。 これ等の条件を満足する良

い剥離剤を必要とするわけで、すの

もう一つの別の問題は，シリ ソグーシ ヤ{ レの妻壁で

す。妻壁が内部に出ていると，妻壁の下まで下げて，し

かる後績に移動せねばならぬから，型枠の移動動作が①

下げて② 績に動か して①上げるという 3 つの動作にな

る。 もし妻壁が屋根の上にでている時は，極端にいえば

型枠を横に移動するだけですみ，施工は非常に簡単にな

る。デザイ γ の関係で‘ 妻墜を上に出せない場合もありま

しょうが， 設計の時に施工という事をよく考えてやるこ

とが大切だと思いますn

F  まだ日本ではシャ ー レとしての施工が余り研究され

ていないし，経験 も浅いので，シャーレに最も有利な施

工法を，施工者と設計者と協力してこれから大いに研究

していくことが大切でしょう 。

C 移動型枠を使用することになれば，工期の関係で，

型枠を早〈外 して，早く次のシャーレを打設しなければ

ならなくなり，建築規準法に定める型枠存置期間だけ型

枠を置いておくことができない。 この問題はどうなるの

でしょうか。

D 建築規準法では屋板版は 4 週間，建築主事が認めた

場合は 2 週間となっていますが，それを厳守していたの

では移動型枠が成立しなくなる。 スライ ドブオ { ムと同

様に考えて特に許してもらうより外仕方がなし、。

F アメリカではシヤ { レのコ Y !l リート打ちの 1 回転

の標準は，約 2 週間である 。すなわちコシグリ ー ト打が

1 日，硬化期間が約 3 日，型枠の移動が 1 日，次のコ γ

グリート打ちのための準備が約 6 日である 。

E 型枠を早く外すために (その他にも強度が強いとか

密実で均一なコ γ グリ ート が得られるとかの理由はあり

ますが〉ショ ットタリ ート が大いに使われている よ うで

す。 ショァトクリ ート で厚せ 1 イシチ位の コγ F リー ト

を吹き付けた後，約36時間で型枠を外し，その 1 イ ンチ

のコγ グリ ー トシャ ー レを型枠にして ，最終設計によっ

て要求される厚さに コγ グロ ー ト打ちする方法が採用さ

れています。 こういう風にすると型枠はコシグ リー ト打

設後すぐ移動でき，型枠の機動性によって工期が短縮で

ぎる。その上，頑丈な型枠を必要としな し、から，非常に

有利になる 。

E  Dyckerhof f と Wi dma nn がドイツで実施している

ように，鉄筋を網状に足代無しで組立て，その組立てた

鉄筋から釣った小さな可動性型枠に向ってコ γ F リート

を吹きつけ，可動型枠を移動させながらコ γ グリ{ トを

打つ方法もある 。叉ド ームの場合曲面三角形型の型枠を

グノレリと 360
0

回転移動しながらコシグリ ー トを打って

いく方法もある 。シリ
γ

ダー シャ ー レの場合もスライド

フオ ームは可能ですし， 相当大 きなものには当然行われ

でも良いと思う 。 この場合委壁及びタイパ ーは後から入

れるようになります。

A
今迄は型枠の方を移動して行く方法を考えてみまし

たが， 反対に一つの型枠をーケ所に据えて，数多くのシ

ャーレを作り ，でき上ったシヤ { レを移動して所定の位

置に取り つける方法について考えてみ まし ょうか。

E  1952 年に作られた Marsei l l es の格納庫では数多の

アーチ型ショ ー トY エノレを l つの型枠を使って地上でコ

y !l リー ト打ちし，でき上ったシャ ーレを釣り上げて，

次から次へと所定の位置にセ y トさ せた。かくの如くプ

レプアピリケイシヨシによってシャ ーレを組立てること

は，全体として労力強は高くなるが，資材費を安くする

ので経済的に有利であるとしわれている 。特に日本のよ

うに労力の安い所では有利であると思う。

C  US  A r my に使用されるように設計 された円筒シャ

ーレ (30f t x  15ft ) や El i ot Noyes の設計 した円形プラ

シの学校( 直径 45ft ) は，釣り上げて運ぶことができる

ように設計 されている 。 このようにすれば， 一つの型枠

でいくらでも数多くのシヤ { レを作る ことが出来，型枠

mは非常に安くなる 。アメリカにおける よう に，重機械

の使用が一般的になると，この種の工法が一段と進歩す

るでしょうが，今の日本の現状では悲観的です。最近小

さなシャ ーレを釣り上げる工事を実際にやってみました

が，どうも 『竹槍式』になって，すっき りしま せんでし

た。だが，こういう方法が将来多く行われ るであろうと

いう事は予想され ます。

又小さなエレメ γ トのプレフアピリケ イシγ によって

シャ ーレを作る方法を， イタリアの Ner vi がやってい

ます。Ner vi は薄い金網を配筋して，地上でエレメジト

をプレキャストし，これ等を簡単な型枠の上に釣り上げ

て並べ，ヂヨイシトにコ γ グリ { ト打ち して継ぎ合わせ

ている。 この方法を用いると，現場で頑丈な型枠 を必要

としないので有利であるが，鉄筋の熔接及びヂョイ γ ト

の現場コ y !l リー ト打ちを常に必要 とする欠点がある。

かかる方法は低賃金，高物価の経済状態の時に適用され

るべき方法である。 これがイタリアで行われた のも意味

があるわけです。

B  シリシダーシャ ーレの場合，プレ スト レスを与えて
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B 一番最初に述べました Whi t ney の論文には，手間を

少くするように施工することがシヤ { レを安く作るキ {

ボイ γ トである事が強調されていますが，日本において

は，手間を少くする事も必要でしょうが，それ よ りも ，

型枠材料，鋼材及び コγ F リ{ トを節約する方が大切で

しょう 。 イギリスに於ては鏑の使用を制限するためにシ

ャーレ屋根が手広く使われている。

A その他にもシャ ー レの型枠についてい色々と工夫さ

れているようですが。

C エヤ{ ブオ ー ムもその一例でしょう 。これは十数年

前にアメリカの Wal l ace Nef f という人が始めたもので

ネオプレ γ ナイ ロシで風船を作り ，熔接された金網を風

船の上に敷き並べ，風船を型枠にしてコシグリ ー トを吹

きつけるものです。 コシグリ ー トが硬化すれば，風船を

スポめて，出入 口から取り出します。 この場合風船内の

空気の圧力を一定に しておかないと風船の形が変ってし

まう 。そのために，最近化学工業等で広く採用されつつ

ある自動制御が行われているようです。その他に土で型

枠を作る方法も我が国で実施されています。

D ジュートをあるスバ γ の聞に張ってこれに薄くコシ

タリ ートを吹き付け，ここにできた薄いコ γ グリ ー トシ

ェルを型枠にして所定の厚さのコ Y !l リ{ トを打つ方法

も外国では行われている 。この場合薄いコ γ グリ { トシ

ェルを型枠にしているから，今迄のコシ F リー ト打ちの

ように乱暴にカ { トからコ Y !l リートを落すような事は

出来なし、。 コγ タリ{ トポ γ プ等を使用 して余り乱暴な

事をしないようにしなければならない。

砂 防 水 の 問 題

A 型枠の話はこれ伎にして，防水の問題を考えてみま

しょうカミ。

B 先にも述べた W hi tney の論文では， シャ ー レの場

合，防水は簡単な コーテイ γ グ又は表面にペ γ キを塗る

だけですむので有利と，書いてあるが，日本ではどうで

しようヵ、

D アチラとコチラでは気候的な差異がはげしく，同じ

様には考えられないの日本の場合シャ ーレの表面にペ γ

キを塗る だけでは不十分である。

F  日本で今行われてい るシャ ーレの防水法は防水モノレ

タル塗のものとアスフアルト防水のものとの2種類です。

防水モルタノレ塗 りのも のは， コγ グリ{ ト部にへヤ ー グ

ラ ':1 !l を生じた場合，防水爆にも亀裂を生じて雨漏りし

ている例がある。

D 松山の県民館は防水モノレタノレのみですが全然 F ラッ

クが入っていない。

F  ド{ ムの場合，裾の部分を除いて，引張りになる所

は殆んど無い。従って荷重に よる応力で グラ y タを生ず

る事はない。シリングーシャ ーレの場合には先に述べた

おけば コγ タリ { トの亀裂は防げるので防水の点で・有利

でしょう。実際にドイツ等では殆んどのシャ ーレに P.s.

を用いていますっ日本にはまだその例はありませんが。

D 現在の日本の様な方法ですと，特にシャ ー レだから

防水が簡単で経済的であるとは言えなし、。

惨 その他のシャーレの経済化

A その他にシャーレの経済化について。

B 構造的にも色々と工夫されているようです。例えば

Kans as 市に T W A のために建てられた格納庫では， カ

シチレパーになった シャ ーレ部を steel cabl e で釣って，

シャ ー レになるべく引張を与えないようにしてある。

E  日本ではシリ シダーシヤ { レとド ームのみしか実際

に用いられていないが，もっと他の形のシ ャーレも用い

るべきである 。例 えばノ、イバボ リッ グバラポ ロイ ドは所

謂 100% e伍 ci ency のシャ ー レであるし，懸垂曲線は最

も自然な形である 。その他に コノイド等も使って良いと

国 え

'ピノ 。

C  fal t w erke (折版構造〕は曲面が無いので施工が容

易で有利であると思う。アメリカでは fal t wer ke もシ

ャーレの一種に含んでいるようで・す。叉これはシャ ー レ

とは全然関係ありませんが， f1atsl ab も，もう少し見直

されて良いのではありませんか。

砂 音 容 に 関 し て

A 最後にこれは経済性には余り関係無いかも知れませ

んが音響の問題を。

F 笑際松山の県民館は音響約には大分困ったようです

が。

D あの形から見て，音響的に困るだろうということは

当然ですが，解決法はあると思い ます。例えばお寺の本

堂には天井から何というものか名前は知りませんが， ド

ν チョウや鈴や色々の飾りが垂れ下っていて，それが相

当音響的に効果をあけ' ている 。 これと同ずようにドーム

でも天井から所謂浮雲をフF ラ下げて音響の問題を解決す

るのも一法だと恩う 。

MI T の音楽堂で・は別に天井を張って音響の問題を解

決しているようですc

A ではこの辺で会を終ります。

本HE事は悌i豊研究会の座談会の内容を骨子として，北村が解説的

に補足して取纏めたもので，文貨は北村が負います。

×  X  x  

×  ×  ×  

ような事が起るわけです。 表紙写真に ついて: 法隆寺の古代鬼瓦 撮影: 多比良敏雄
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会 報 九 月 分

理 恵 会

14日 4時- 5時 於朝日ピノレ

竹腰，伊東正副会長外 7 名，事務局 2 名出席

議事 (1) 古建築写真コシク ーノレ関催の件は原案通り募

集に決定 (2)学会支部と共催講演会開催の件「建築学サ

ロγ 」を継続共催開催のことに決定 (3)高丘理事補選に

関する件，十一月初旬に定時評議員会を開いて補選のこ

とを附議することに決定， (4) 日本建築学生会議関西プロ

ッタ住宅展後援の件，これを後援すの件，これを後援す

ることに決定刷会員に会の事業活動などについてアジ

ケー トを発する件，原案の一部を更に検討修正の上実施

することに決定， (6)建築関関係の特許の問題に関する件

本問題に関する検討を建築協会に依頼することに決定，

(8) 主記会開催取止めの件，特別の問題のある場合を除い

てこれが開催を取り止めることに決定， (9) 入退会者詮衡

の件，審議の後 8 月会計報告，事業報告が行われた。

主 託 会

14目 3 時一 4 時 於朝日ピノレ

尾崎理事外 2 名 事務局 2 名出席

理事会上提議題を常務理事より説明の上一応の事前審

議を行った。

会事事委員会

小 委 員 会

2日 41時半- 6時 於朝日ピノレ

三品主査外 4 名 事務局 2 名出席

事務局より従来の事業経過を報告 し， 今後の予定事業

について説明，審議の上 これらを実施することに決定。

次いでグノレー ァ・結成促進，学会支部と共催の「建築学サ

ロγ J ， 関西建材・会員の特別サ { ピス， 会員にアγ ケ【

トを発する件などについて審議を重ねた。

大阪府教育会館見学に関する打合会

8日 2 時半- 4時 於朝日ピノレ

矢野，三品会勢委員外関係者 2 名 事務局 1 名出席

教育会館見学後「ともに計画し実現する立場から語

る」座談会を企画実施することについて詳細協議打合わ

せを行った。

都市美特別養員会

58 3時- 9時 於朝日ピノレ及市内視察

滝沢委員長外12名 事 務 局 2 名出席

委員長から兵庫県の不良文化財取締条令制定計画の情

報，岡橋委員から銀行協会の看板広告などに関する申合

事項，浦辺委員から倉般市に於け る美観保持に関する実

状などについ て報告があり ，各委員夫々意見の交換を行

った。次いで一同貸切ノζ スで，山田委員の問題ケ所につ

いての説明を受け乍ら主要街路を方々一巡して看板，広

告などの実状を視察し，夜に入って又更に往時 7) 一部会j

逆に一巡してネオ γ 輝く夜の状; 去を視察の上九時大阪駅

で散会した。

12日 3 時一 5 時 於朝日ピノレ

滝沢委員長外 8 名 事務局 2 名出席

前回の市街視察についての，浦辺，小田島，rli 本，足

立各委員の感想発表があり，次いで各委員から，建築物

にだけ高さの制限をして工作は放任しであること，御堂

筋に関する問題，看板広告などの許可制限に闘する問題

などについて夫々意見の発表があった。次回は審議の焦

点を更に絞って検討することになった。

建材審査委員会

8日 3 時一 5 時 於朝日ピル

置極委員長外13名 事務局 2 名出席

(1)日本グロス工業業 K K申請壁紙初審申請者の説明を

聴取した後，質疑応答を行い 7 名の分料委員に審査会

嘱。(2) 田島応用化工K K石綿ノレ { ブイシグ再審，証明延

長のため再審申請により ，申請者の説明を聴取して審議

の上，優良証明書再発行を決定。 (3)日本耐アルカリ塗料

K KのT ・X 続答申請者の説明を聴取質疑応答の上， 5  

名の分料委員に審査を委嘱。仏政藤ラ ス続審問品の施工

現場を実地検分することと して日時を決定(5)委員の欠員

補充及増員委帽を決定。

分 秘 会

15日 3 時一 5 1時於 日本 F ロス K K工場

置塩委員長外 4 名 事務局 1 名出席

見本室に於て説明を聴取 して製品並に工場を視察，試

験室にて， 張力，破裂などの実験を試み， 汚点の拭き取

りなどを実施 した。なお分料会に於て審議の上結論を出

すことになった。

分 秘 会

17目 1 時一 3 時於i ! j 鉄市場工事場

竹内副委員長外 4 名 事務局 1 名出席

後藤ラスの施工現場を視察 して種々意見を交換したが

後日更に問現場の経過を視察してて検討審議をするこ と

にした。

教育委員会

造型小委員会

8 8  1 時一 2 時 於朝 日ピノレ特別室

笹川，足立委員 事務局 2 名出席

造型に関する研究会の必要性を再確認 し， 研究会の運

営方法などについて各方面の意見を徴するため準備委員

会を開くことと し，その日時の決定や準備委員の人選を

行った。

殴計コンクリート小委員会
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238 3 時半- 51侍 於 建 設 会 館

寺岡，益尾，藤森委員 事務局 1 名出席

工高生設計コ γ ターノレの入選者に対する賀状，記念品

その発表方法などについて審議した。

工高生敵計コンクール審査会

26日 2 時一 7 時 半 於 建 設 会 館

森田審査委員長外 9 審査委員 事務局 4 名出席

審査方法を協議の上決定して審査を行った。全応募作

品119点の内から第 1 次で 75点，第 2 次で23点を落し，

第 3 次で 10点の入選作を決定した。なお審査概評立k入選

作に対する批評は，審査会の意見を，足立委員に於て取

郷めることとなったの

住宅委員会

9 8  3 時一 5 時 於朝日ピノレ

中野委員長外 8 名 事務局 2 名出席

(1) 日本建築学生会議関西プロツグ住宅展後援の件，主

催者の説明を聴取質疑応答の上これを後援することに決

定 (2)大阪府ロ ーコスト標準住宅について，配付図面に

よって府の設計者より詳細な説明を受けたが，予算は ロ

{ コストであるが質は在来の公営住宅よりも下っていな

い趣であった。 (3) アノく ート の主婦の要求に関する資料に

ついて，竹内委員が西宮のアバ ー ト居住婦の要求につい

て調査した資料につき詳細説明があった。 (4) 住宅見学の

件岡橋委員及竹内孝氏設計の住宅見学について打合せを

した。

災害委員会

208 3 時半一半 5 時 於 建 設 会 館

横尾委員長外 7 名 事務局 1 名出席

検討を重ねてきた電気関係の火災に関する研究の結果

の発表方法について審議した結果，バ γ フレツトとして

発行することを決定しこれが実施についての具体的問

題に関して種々検討審議した。

法頬委員会

23日 3 時半- 61時 於朝日ピノレ

中沢委員長外 5 名 事務局 1 名出席

首都建設第 2 巻より抜五去の資料「駐車問題」を検討，

その第16表「東京に於ける駐車施設置基準試案」を大阪

に応用することを検討したが，同試案は外来車を含んで

いるも，本委員会の進め方は，外来車は都市計画に於て

考慮すべきものとして，一応ピノレ保有の自家用車のみを

対象に考えてきたので直に之と対照できないで，次回は

外来車を含めたものを考慮して検討することとした。な

お府警調査のピノレ駐車施設一覧表より資料を得るため，

ピルの延坪と同ピノレ内会社の保有 自動車数との関係を調

査した結果，延 5，000坪迄のものは一車当り 200坪乃至

300坪で，更に之を建築年代別によってみると，概ね戦

前のものと戦後のこのグル ープに分れ，戦後のものは・

一車当り 170 - 180坪であることが判明した。
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出版委員会

26目 3 時一 7 時 於朝日ピノレ

奥島委員長外 5 名 事務局 2 名

(1)保全バ y プレツト再版の件，大井委員担任の上追補

して明年 2 月頃発行を目標と して進めることに決定

(2) 左官工事指針の件種々資料があるが，予定通り座談

会を開いて資料を集めることとし，竹内委員に主査を委

嘱，なお市大山田常一氏を分料委員に委漏することとし

た。 (3)法規索引当: 発行の件，政令の変更を待って之をと

り入れ発行することにしておるが，未だに変更の発表が

なく，既に相当時間も経過しているので駒委員が西島委

員と協議の上刊行促進を図ることに決定。仏) 古社寺図集

の件，特に藤原簿土の列席を得て，図集の根本方針，内

容等につき再検討した結果，新しい古典図集ともいうべ

き点に目標をおくこととして，その経質支出についても

理事会の承認を得て至急着手することとし，分料会に於

て具体的プラ γ を錬るため分料委員を委嘱した。

編 集 委 員 会

27日 2 時半- 5 時 於朝日ピノレ

浦辺委員長外 9 名 事務局 2 名出席

(1) トピツダエユースの件 各委員から金閣寺その他に

ついてのトピツグニユ ースが発表された。 (2) 10月工場建

築特集の経過報告 (3)11月設備特集号企画，作品作風欄

技術講座，本文記事等に掲載するものを決定 (4) 12月号

企画普通本として企画することとし，掲載すべきものを

ー者i決定した。(5) 来年度企画 1 月から 6 月迄の各月企F

の方針を決定 (6) 教育委員会，管工部会，建M部会ょ

の編集委員会に対する希望について審議した。

委員長連絡会

21 日 2 時一 5 時 於朝日ピル

伊東副会長外 7 委員長 事務局 2 名出席

常務理事から本会初回開催についての挨拶があり，伊

東副会長議長となって開会。各委員長から委員会の活動

状況について順次報告があったが，委員会の性格問題や

取扱い事項の限界についての疑問などに関しての話題が

出て，種均意見の交換が行われ，又「建築と社会」につ

いても色々と芯見が述べられた。各委員長の希望意見と

して本会は年二回程度開催のこと，来年度より理事を委

員長とするか委員会担当の理事を定めること，良い雑誌

を作るため事務局に優秀な編集員をおくことなどが述べ

られた。

i . t 材官官会

19目 3 時一 5 時 於朝日ピノレ

青木氏外 6 名横尾理事 事務局 2 名出席

常務理事並横尾理事の挨拶の後，出席各員から意見の

発表があったが，協会内に建材委員会のようなものを設

けて建材の研究並にその向上指導を計り，或は他業種の

方との懇談の機会を設けて研究に勉めるようにして欲し



い内会員の製品は優先的に{ ，t用するよう考慮されたいの

機関誌に関西建材会陳列助のことや竣功写況の関係建材

業者の紹介などをして欲しｾ ' n X . 竣功建築写点をグ ラフ

式にして蒐集保存できるように紡策すれば，関係業者に

使罪IJ でもあり協会も広告ー収入のW/J) 日が図れるのではない

か。機関誌の広告を美化する必・裂があるなど多数活滋な

窓見希望が述べられた。以後に ｉｾ .{ 三友一氏を幹事長に決

定して散会した。

管 工 部 会

20日 2 時 - ｾ＠ lI!i'I' 於朝日ピノレ

山田氏外 8 名波11:)¥1" ド 事務局 1 名出席

' 市ィ告理事の挨ゅの後開会. 怒川実に入り各只から種々希

望芯見の発表があったが. ｬｩＧｚ ｻＮ 持 Ｑ ・ Ｇｊｾ は，設計上に於ても

施工上に於て，常に鍛寄せされて非常に苫しむことが多

い。関係者の配慮如何によってはとは防げることもある

から，他業種の方今とも怒，;炎の機会得て，漸次こういう

方向に進みたい。先づ?E勾業将の Jj との懇談の機を持ち

たい。又「建築と社会」に対する希望として同誌に，建

築に関係のある社会ポ怖とか鮮済仁の ｩｬｬｾ 問題を解説的

に掲載して欲しい。なお竹 1-. Ｇｬ ｩｊ民ｊｦ系ｾ法令に関する変更

のことなども，業界の協会から資料を提供させるから掲

載してt! いたいなどの希望が述べ られた。最後に幹事長

に山田文次氏を選任して閉会しれn

映画会と見学会

建築映画を見る会

17日 昼 2 時一. 4  lI !j 、|ヘ佼 5 時半- 8 時

於m水建設講堂

清水 ｅ 主設 ｋｋ と大成主ｾＢｬＩ Ｚｋｋ の御好怠によって本映画

会を開催した。特に治水 ｾｉｴｬ には，会場から映写のこと

まで大変な御配慮に預り御 lfii 倒を煩わした η 誌上を通じ

厚く御礼を申上げます。 卜1決した映画は下記の通り 。

1. プロ ーアウト工法 ト{ キ{ 治水建設御提供

1. 清水式スヲイデ ν グフオーム

マグネットトーキー 向 上

1  神奈川県立図古館及行犯 ￬ｾ サイレ γ ト

大成建設御提供

1. 図苫印刷 K K原町了J ぬ 同 向 上

1. 東京国際空港ターミナノレピノレ同 向 上

なおm永建設の神戸第七突提現場橋本主任が，スライ

デ γ グブオームの質疑に応ずるため，悠々街l出席下さっ

たの当日の参会者昼夜合せて百名を超える盛況であっ

たが，本映画会は19 n 事11戸支部 (80名)， 20日京都支部

(80名〉に於ても引き続き開催した。

梅田大映劇場見学と映画観賞の会

27目 午前10時一午後 2 時 於 梅 田 大 吠

劇場階下ダイエイ茶房に一同然合して，設計者円堂建

築事所長から設計についてのおおを聴いたの同氏は従来

吹函館建築に於てタプ ーとされていた，一階に観客席を

設けず二階以上に之を設けたことについて向氏の見解と

大吹祈脳J守の列! 貯を述べ，その後の興行成績も好結果で

あることからその方針の誤でなかったことに及んで，設

計の魁旨)J 針に関してお話しされたの次いで施工1常的水

主主設の高橋現均主任が，施工に当って苦心された点につ

いて説明されたが，外壁のそザイツグタイノレ貼や新塗料

ゾラコートの使用などについての話ーもあった。この後で

質疑応答を行い，一同場内を見学し，上吹巾の「新平家

物 i吾」を旬以して散会した η 参会者印名。

工夫された小住宅見学会

29日 2 時半 5 時 於 岡 氏 邸

設計有竹内孝氏から ，印刷物により建物についての説

明を伺れ同氏は設計者ーとしての心構えやこの砧物のよ

うに施主から注文がなく，設計者が全責任をぬって竣功

させねばならぬ場合の背しさなどについて詩られた。一

同邸内見学後応接室で感想を語り合ったが，部室の隅々

迄にｾを反されて いることに一同感じた。建物は ＳＴ 坪強

のもので，通風，採光をよく考慮、し，雨仕舞のために雨

戸の敷居に水抜きを設け，天井は日隙を避けて防塵と室

imる出を防ぐためペニア奴紙張りにし室を広く見せる

よう畳の紋はfT通のものより狭いものがもtってある。叉

水道の圧力にも注芯が払われ，応答ペノレは種々音色を兵

にし，門前からの砂利道の敷砂利の大さにも考慮が払わ

れて，イ中々行き届いた心使いの住宅であった。

見' ア・名i 28名。

お詫び 去る 7 月号の 72頁に「佐藤工業ー株式会社大

阪支 121取締役社長北村平作J とあるは，誤りにて，

「取締役支 l自民北村平作」なるに付，誤f u ' i の点お詑

び致します。

次号予告 「設備特集」として，設備工事分離発注問

題，設備 ｴｾ のウエイトの問題， ，7 ｾ＠ v γ 〆タワ ー 侯

! 照明，エスカレ{ タ，三和銀行の設世間の原稿収録

予定。作品作風側は三和銀行，梅田大吹，大阪府教

育会館，伊丹市役所を収録。
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建 築 と 社 会

発 行 所 社 団法人 日本建築協会 大 阪 市 北 灰 中 ノ 島 3 ノ 3 朝 日ピル

電 話 北 浜 ⑧ 1 3 3 4 - 9 番

第 3 6 輯 ・ 第 1 0 号
編 集 発 行 人 沖 国 誠 振 替 口 臨 大 阪 3 9  9 7 5 番

売 価 l 部 100円・送料共 印 刷 所 株 式 会 社 研 文 社 大 阪 市 11: 区 堂 山 町 6 6  

昭和 30 年 10月初日印刷

昭和 30 年 10月25 日発行 印 刷 者 網

ホットニュース

. 10月20日神戸のアメリカ領事館入札

' 大阪市庁舎を綜合庁舎にする計画っ盟国神社移転かo

' 日野勝好氏10月 4 日逝去さる。

静明不の水平日 |時計の位置再観測さる

ー再建した金閣は前よりもすばらしい構成をもっ由

b 一級建築士の試験問題はかたよっていた窓見あり。

炉建研連より昨年度建築運動総結の報告占をだす由

ー勤労者向小住宅設計図懸賞募集を兵庫労働金葎が行つ

ている。締切11月 5 目。

P 国際建築士会議が明年 モスクワ でIJ月かれ，その前に明

秋北京でアジ アプロ アグ会議を開く 旨， 訪ソ議員の一

人か ら連絡があった由。

編 集 後 記

炉本号は工場建築特集として，明治製菓高槻工場，松下

電子高槻工場，姫E再発電所，富士鉄広畑簿板工場. JII 崎

製鉄千葉製鉄所，大阪ガスプラシト，安治川サイロ，大

東紡鈴鹿工場を収録しました。作品作風もかねて，その

設計上，施工上の問題点を明らかにしてもらいましたo

' 技術講座としては，とくに，シヤ{ レ構造についてそ

の経済性の問題を座談風にまとめてもらいました。工場

建築 とシャ ー レは今後ます ます関係の深いものになるこ

とと思います。

以上，御執筆たまわり，また御協力いただきました各

位に紙上より厚くお礼を申しあげます。

電 話 ブ、聞記⑮ 2 0  9  1 番

野 栄 大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

会 合 動 静

炉学会i5 : 畿支部建築論研究分和会では，第 6 回会合が向

井正也君の「機能について」の発表を中心として 9 月

17日京大にて開催された ，、 出席12名。次回は11月12日午

后 1 時より京大にて開催 自治 ・島田両君より S u日i vau

等に関する発表予定。

Ｇ神戸建築クラブ では Ｎ第 Ｑ Ｖ Ｑ ， ￮ｬｾ 合が宇部宮隆夫氏の「

中流住宅について J を '1' 心に 9 月20白神戸海洋会館に

て開催された。出席 l Or，n 次回は10月20日同所にて中谷

氏よりソ研述訳 「住居終何学教科」を教木として発表。

' 学会近畿支部て、は30年度秋季研究発表会が10月 9 日阪

大にて開催された。

' 大阪府建築士会主催 「メタルサ、ソシユ」座談会が10月

5 日朝日ピノレにて開催された。

ー東京の 「ポドコ J (婦人建築家の集まり) にならって，

大阪でも 婦人建築家および建築に関心をもっ女性の会が

数回も たれている。次|凶{主11月 4 日午后 6 時より 朝日 ピ

ノレ建築協会にて会合をもっ予応。

炉空気調節の自動静脚に関する講習会が10月 8 日大阪商

工会議所にて開催されたれ

炉建築インタ一報告大阪講演会が在阪の建築関係各労組

の主催で 9 月11 日境川大3<: : 会館で・開催された。参加者約

70名。

炉住宅研究会では10月27日桜' : 司会館にて午后 1 " 寺より

「京阪神の住宅事情」にづい て研究発表を行 う。

|一一 武 智 式 鉄 筋 混 凝 土 杭 基 礎 工 一 一一一一一l
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杭

説明書及び防潮

害者上、盛土地帯

i乙於ける 実践表

進呈

特 許 | 自信三角 型鉄筋混凝土杭基礎工 |  

lー コγ ポジツト 、メイノレ ( 長尺継杭) 基礎工ー|

測量 ・地質調査 ・地耐力測定施工

特 砂 利 充 撲 に よ る 特 殊 施 工 法

長 支持力強大。工事迅速。工費低廉

株 式 会 社 武

取締役社長

智

福 留

工

並

務

喜

大阪市西区西長郷北通四丁 目ーO 細野ピノレ三六号

電話新町@ 九九五~九九八番

所
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